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調査区 2遺物集中部出土資料



愛知県東海市は、伊勢湾と三河湾を隔てて伸びる知多半島の付け

根の西岸に位置し、伊勢湾に面しています。現在は、臨海部が名古

屋南部臨海工業地帯の一角を占め、新日本製鐵株式会社名古屋製鐵

所、愛知製鋼株式会社、大同特殊鋼株式会社知多工場などの鉄鋼関

係会社が操業し、中部圏最大の鉄鋼基地となっていますが、古代に

おいては、海岸で土器製塩方法による塩作 りが盛んに行われていま

した。ここで作られた塩は、律令制の時代にあって、税のひとつで

ある調として課せられ、都へ納められていました。

上浜田遺跡は、知多半島でも有数の規模を持つ松崎の古代土器製

塩遺跡の南に隣接する上浜田の地にあつて、同じ砂堆上の一連の製

塩遺跡としてとらえられるところです。この松崎 。上浜田の地は、

先進土器製塩地域であります大阪湾南岸から紀淡海峡周辺域の影響

を受けた古式の上器製塩が始められたところです。やがて、土器製

塩方法が知多半島独自の形態をもつ製塩土器によつて、半島全域に

広がって盛んに塩作 りがなされるようになりますが、今回の発掘調

査によつて、この地が知多式上器製塩の発祥の地であった可能性が

強くなりました。ここに、その成果をとりまとめ報告書として刊行

いたします。

終りになりますが、発掘調査にあたりましてご指導ご協力をいた

だきました関係諸機関並びに関係者の方々に、深く感謝を申し上げ

ます。

平成ll年 3月

東海市教育委員会

教育長 伊 藤 克
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1 本書は、愛知県東海市大田町上浜田61-4他11筆に所在する上浜田遺跡の発掘調査報告

書である。

2 発掘調査は、宝交通株式会社のマンション建設に起因し、遺跡は一部を除き減失した。

本発掘調査の現地調査は平成10年 1月 19日 から3月 31日 までを要した。

3 本書で使用した方位は磁北 (真北約 6度30分西偏)である。高さの基準は東京湾の平均

海面 (T,P)である。
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6 本調査で出土した古墳時代土師器の編年等については、赤塚次郎氏 (財団法人愛知県埋

蔵文化財センター)に、同じく須恵器については、城ケ谷和広氏 (愛知県総務部県史編纂

室)に、また石製品の石材については、堀木真美子氏にご教示をいただいた。
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第 I章 調査の経緯と遺跡の概要

第一節 調査の経緯

上浜田遺跡は東海市大田町61-4他 11筆 に位置する (第 1図 )。 本遺跡の北側には、製塩

遺跡として著名な松崎遺跡が隣接している。

当該地にマンションを建設する予定がある旨、平成 9年 10月 に事業者である宝交通株式会

社から東海市教育委員会に通知があり、遺跡有無の確認申請がなされた。申請地の付近には、

隣接して松崎遺跡が所在するため、遺跡有無確認の試掘調査を平成 9年同月に実施した。そ

の結果、申請地にも製塩土器等を多量に含む遺物包含層が堆積していることが確認された。

計画の変更はできないため、工事着手前に発掘調査を実施することとなった。事業範囲のう

ち約 2分の 1は駐車場とし、地面を掘削しないこと、また申請地の南東部は試掘調査の結果、

遺物包含層が確認されなかったことなどから、実際の建設部分のうち約900だ と浄化槽設置

部分約100ドのみ発掘調査を実施することとなった。

平成10年 4月 には工事を着工したいとの要請があったため、平成10年 1月 に入り発掘調査

の準備に取りかかつた。南側の建物建築部分を調査区 1と し、北側の浄化槽設置部分を調査

区2と し、西側から東側に向かって5m間隔でA～ M、 また調査区 1の北壁を基準に同じく

5m間隔で南へ 1～ 5。 北へ10～ 12と いうように調査区を区画した (第 2図 )。

1月 19日 ～23日 に重機を使用して表土除去を行った。表上の厚さは様々であり、厚い部分

で l m50cm、 浅い部分で40cm程の埋め土及び無遺物層を除去した。また、表土を除去した段

階で、調査区の4割近くが、従前の建物等の建設によると思われる撹乱を受けていることが

判明した。その後、 1月 27日 から手掘 りによる下層の調査にかかった。

調査は調査区 1の西側 (A～ D区)か ら順に東側へと進めた。A・ BoC区は、知多式製

塩土器 3・ 4類を多量に含む遺物包含層 (以下、製塩土器廃棄層)を 40cm～ lm程掘り下げ

た。A区とB区の一部については、 lm程掘り下げた段階で水が湧き、壁の崩落等の危険が

あるため、この高さで調査を中止した。ついで、E・ F,G・ H・ I区の調査を行つた力S、

撹乱を受けている部分が多く、E・ F区については僅かに帯状に残存しているのみであった。

D～ H区 にかけては、本遺跡の標高の最も高い部分であり、製塩土器廃棄層がA～ C区 より

浅く残存しており、20～ 50cm程であった。しかし、F・ G・ H区の製塩土器廃棄層を除去し

た段階で、当初地山と考えていた層の下から古い時期の遺物が出上したため、さらに下層の

調査に取 りかかったところ、 5～ 10cm程の遺物をほとんど含まない層を挟んで、下層に40～

50cm程 の古墳時代の土師器・須恵器等を含む層を確認 した。また、F-2区では古墳時代

(6世紀中頃)のかまどを検出し、 I-5区 でも古墳時代 (5世紀初頭頃)の土坑を検出し

た。このため、」・K・ L区の調査と並行して、古い時期の層が存在する可能性の高いC・

D区の下層の調査を行った。 J・ K・ L区は、A～ H区のような製塩土器を多量に含む層は

見られず、部分的に灰釉陶器等力S出 上した程度であった。一方、下層の調査を行ったC区か

らは、東山■号窯式 (5世紀後半頃)の須恵器がまとまって出上した。

調査区 1の調査がほぼ終了した段階で、調査区 2の調査にかかった。調査区 2に は、40～

50cmほ どの製塩土器廃棄層が堆積しており、南西部には、この層を取り除いた下層から古墳

-1-
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時代の須恵器 (東山ll号窯式)・ 土師器 (宇田式前 。中期頃)・ 古いタイプの製塩土器等が、

ほぼ同一レベルでまとまって出土した。

発掘作業は3月 23日 に終了し、翌愛日に完掘状態の実測・写真撮影を行い、調査を終了し

た。

本遺跡周辺は、松崎遺跡も含めた知多半島でも最大級の製塩遺跡が広がっていると思われ

る。

第二節 遺跡の立地

上浜田遺跡は、古墳時代から平安時代の製塩遺跡である。今回調査した地点は、東海市役

所の西方約8∞ m、 名古屋鉄道常滑線の西側の大田川沿いに位置する (第 1図 )。

本遺跡は知多半島北部の伊勢湾岸にあり、海岸平地が広がっているところにある。この海

岸平地上の最も海岸寄りに、標高3mほ どの高まり (砂堆)があり、今回の調査では、丁度

この高まりを横断する様に調査区が設定されている。

この高まりは、本遺跡の北側に近接する松崎遺跡から続くもので、大田川を挟んで南側に

も続くようで、製塩遺跡である下浜田遺跡がある。この高まりのほぼ全域にわたって、古墳

時代から平安時代頃まで続いた製塩遺跡が広がっていたようである。

なお、現在の大田川は、江戸時代 (寛永期)に尾張藩 2代落主徳川光友が、横須賀御殿造

営のために川路を変えたものといわれ、本遺跡の位置する高まりを横断して流れている。

第二節 基本層序 (第 3図 )

本遺跡は海岸寄りの砂堆上に位置し、現地表面は標高 3m～ 4mである。調査区 1は、こ

の高まりを横断する様に配置されており、中央部が最も高く、両側に低くなっていく。本遺

跡の基本土層は1～ 15層 に分けられる。以下、各層ごとに説明する。

1層 は、50～ 80cln程の表土及び盛土である。 2層 は、遺物を含まない黄色砂層である。 8

層を除く3～ 14層 は、遺物包含層である。 3層 は、茶褐色砂層である。A～ B区の北壁沿い

で細かく割れた清郷型鍋が多量に出上しているほかは、製塩土器等遺物の混入は少ない。 4

層は知多式製塩土器 3・ 4類を多量に含む黒色砂層である。 5層 は灰色がかった硬質な黒褐

色砂質土ブロックである。6。 7・ 9層 は4層 同様知多式製塩土器 3・ 4類を多く含む層で、

6層 は黒褐色、 7層 は灰黒色、 9層 は漆黒色の砂層である。 6層 は遺物力Sやや少ない。10層

は、知多式製塩土器 3類のみを包含する黒色砂層である。

ll～ 13層 は、古墳時代の遺物を包含する層である。11層 は褐色、12層 は黄灰色の砂層で、

12層 には遺物の混入が少ない。11'層 は貝 (ハ マグリ主体)が多く混入する。13層 は暗褐色

砂礫層で、地山の可能性があるが、遺物を少量含む。

14層 は茶褐色の貝層 (シ オフキ主体=貝層 2)で、下層では平安時代 (折戸53号窯期)の
灰釉陶器が比較的まとまって出土している。15層 は全体をみると暗灰褐色砂層であるが、細

かく観察すると、わずかに色調の異なる薄層が幾重にも重なっており、流土と考えられる。

-4-
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第Ⅱ章 調査の成果

第一節 遺構

造構としては、本遺跡を特徴づける製塩土器堆積層群がほとんどで、以外には、かまど 1

基 (縦穴住居)と上坑 1基を検出したのみである。以下、各遺構ごとに説明する。

1 かまど [縦穴住居跡](第 4図、第13・ 14図 1～お)

本遺構は、調査区 1のほぼ中央 (F-2・ 3区)に位置する。縦穴住居跡に伴うかまどと

思われるが、周囲を精査したにもかかわらず堅穴住居の範囲を確認することはできなかった。

本かまどは砂地に築かれている割に、天丼部が崩落している以外は遺存状態は良好である。

かまどの焚口方向からみて、住居の北壁に位置すると考えられ、黄褐色の粘質土 (い わゆる

山砂)で築かれている。遺存状態から規模を推定すると、焚口から煙道奥まで約130cln、 幅

約130clll、 床面からの高さは約50CIXlである。

かまどの内部には、炭火物・焼成粘土塊等が混入した褐色砂が堆積しており、同層中から

は須恵器杯身 7、 土師器平底甕 2、 製塩土器知多式 1類 (第25図33・ 34)、 石製支脚 5が出

上している (第 13図 1・ 2・ 4～ 7)。 石製支脚 5は、かまどの中央西寄りに、直立した状

態で出上しており、近接して土師器平底甕 2が出上している。また、かまどの袖部上で須恵

器簾 3が出土しているほか、かまど周辺からは須恵器の杯身・杯蓋・高杯・甑、土師器の

奏・杯・小形壷が出上しているが、本住居跡に伴う遺物かどうかは住居範囲を確認すること

ができなかったこともあり、不明である。

本住居跡の帰属時期は、かまど内から出上した須恵器郭身 7か ら、東山61号窯式 (6世紀

前半)に比定できよう。

2土坑 (第 5図、第15図27～ 34)

本遺構は調査区 1の南部中央 (I-4・ 5区)に位置する。遺構北側の一部が後世の撹乱

によつて破壊されているほか、南側は調査区外にかかっており、正確な規模は不明だが、 1

辺約4mの隅丸方形を呈し、確認面からの深さは約35cmである。遺構中央には、床面から掘

り込んだ2基のビットを検出した。また、南西隅の遺構の肩付近には、炭化物を含む、灰黒

色砂質土が分布しているが、いずれも用途は不明である。

遺構内からは、人骨 (頭部)が出上しており、土壊墓とも考えられるが、規模が大きいこ

ともあり、不明である。また、人骨出土地点周辺から土師器の高郭・台付甕 。S字状口縁台

付甕等が出土している (第 15図 27～ 34)。 S字状口縁台付甕 (以下、S字奏)28。 31。 32、

壺底部34が床面直上または若干浮いた状態で出土しているほかは、覆土から出土している。

本遺構の帰属時期は、床面から出上しているS字甕等から、松河戸 I式後半期～松河戸Ⅱ

式期頃 (5世紀初頭頃)に比定できよう (赤塚1996)。
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3 煎黙場 (製塩土器を差し込んで戯水を煮沸した場)

本遺跡は旧海岸に平行して北東から南西方向に伸びる砂堆上に立地し、調査区とは、ちょ

うどその砂堆を横断している。現状で浸水しない砂堆の幅は、およそ50mで、もともとの砂

堆の形状は、1.5mほ どの高まりをもって緩やかな曲線を描いて盛り上がっていたものとみ

られるのであるが、調査の所見によれば、三段に造成されている。すなわち、調査区1の北

東断面 (第 6図のアーイ・ウーエ横断模式図)に よってみると、北西側 (伊勢湾に面する海

側)か ら南東の内側 (陸側)に向かって、標高約 lmの ところで3m程が平坦となっている

(1段日、①面とする)、 次いで、標高約2mの ところで5m程が平坦となっている (2段 日、

②面とする)、 そして最も高い標高約2.3m～2.lmの ところで20m程が平坦となっている

(3段目=最上段、③面とする)、 この面から下がつて、標高約2mのところで12m程が平坦

となっている (2段日、④面とする)、 さらに下がつて、標高約1,7mの ところで6m程が平

坦となっている (1段日、⑤面とする)。

このうち、最上段の③面の全面 (攪乱を受けた部分にも広がっていたとみられる)及び②

面の③面寄りの部分 (①面と②面の境の斜面にも分布する)に、直径1.5cm～ 2,Ocmの円形の

斑点が認められる。この斑点は、黒色のものが多いが、地山を構成する砂と同様の黄色のも

のも混じる。斑点には規則性がなく、乱雑なかたちで分布し、割合密に広がっている (巻頭

カラー図版参照)。 この斑点の断面をみると、深さが 3 cm～ 12cmと バラツキがあり、先端は

尖りぎみで丸くおさまるものが多い (ち ょうど出上した製塩土器の脚の形に似る)。 ほぼ垂

直のものが大半を占めるが、斜めのものも認められる。この面は、周囲に分布する製塩土器

の廃棄状態から見て、煎蒸の場であったところであり、この斑点が煎蒸するために製塩土器

を差し込んだ痕跡である可能性が高い。

知多式製塩土器は、海岸の砂に差し込んで立たせて使用されており、できるだけ差し込み

やすいように工夫されて、先端の尖った棒状脚へと変化している。こうした製塩土器を立た

せる場所としては、実は、何も手を加えない砂のままの状態が、最も差し込みやすいのであ

る。そうしたことからみても、斑点が今回多量に出土した知多式製塩土器3類 (及び4類 )

を差し込んだ痕跡であるとみられるのである。

ただ、こうした斑点が間違いなく製塩土器の脚を差し込んだ痕跡であると確定できない要

因も残る。すなわち、①脚を抜き取つた後の、穴に入り込んだ黒砂等に炭化物などの不純物

が混入していない。煎蒸に使用した燃料の灰や火化物が製塩土器を取り巻いていたとすれば

抜いた瞬間に多少なりともそれらが混じるのではないだろうか、との疑問生じる。②製塩土

器の棒脚は、その色調変化からみて中程まで差し込んでおり、その深さは 5 clxl以 内であるが、

残存する穴で、その倍以上に深いものがある。この現象は、脚を外部との付け根まで差し込

まないと生じない。③斜めの穴がある。単純に縦に砂に差し込めば済むものを、斜めにも差

し込むのであろうか、などの疑問である。

以上の疑間が残るものの、斑点は、煎蒸の場所とみられる区域にのみ分布していることや、

製塩の場でこうした穴 (斑点)が生じる他の要因が考えられないことから、現状判断として

は、製塩土器を差し込んだ痕であつたと考えている。

その後、1999年 (平成■年)1月 に、東海市横須賀町の宮西遺跡の製塩遺跡を調査したが、

ここでも、同様の状態を示す斑点を検出している。ただ、両遺跡とも調査した範囲では、こ

の穴 (斑点)に製塩土器の脚力漸Jさ ったままの状態は検出していない。
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4 製塩土器廃棄場

③面の煎蒸の場から、海岸寄りに下がる②面、①面方向に使用した製塩土器を廃棄してい

る (第 7図参照)。 ③面の南西側は、攪乱を受けており製塩土器廃棄の状態を確認できない

が、南東側の④面、⑤面には広がっていない。

この三段面のうち、③面肩下の②面上と②面肩下の①面上に知多式製塩土器3類のみの廃

棄層が堆積することからみて、3類の使用時期 (7世紀前半)には形作られていたことが分

かる。また、⑤面からは灰釉陶器の折戸53号窯式 (現在、10世紀前半代に編年されている)

の製品が出土しており、この時期に形作られている。④面は、③面との差が顕著ではなく広

がつており、③面寄りには知多式製塩土器4類の細片や貝殻の混じる黒色土層が広がり、⑤

面寄りには折戸53号窯式の製品を伴出するシオフキを主体とする貝層 (貝層 2)が広がって

いる。このことからみて、④・⑤面方面は土器製塩操業時には段は造成されておらず、自然

傾斜のなだらかな斜面であったとみられる。

ここで、土器製塩操業時に形成された① o②面の段の意味合いについて考えてたい。

結論としては、製塩土器を差して煎蒸するための場として段が作られたと、みている。

まず、前述したように製塩土器廃棄層の堆積状態からみて、3類使用の時期に、① o②・

③面を平坦に作り出していることが分かる。第6図の土層断面オーカ・キークに示すように、

③面の上面から②面の肩にかけてと、②面から①面への斜面に3類のみを包含する廃棄層が

堆積する。また、①面から下がる斜面にも4類と混在はするが3類が出土する。これは、各

平坦面で煎蒸作業を行つた結果、平坦面にたまった灰・炭などの不要物を下方へ掻き出した

ことによって生じたものとみられる。その上面に、間層を挟まずに、4類の廃棄層が堆積し

ていることからみて、このあたりでは、3類から4類へと引き続いて、ないしは程無く煎蒸

作業が行われている。4類使用時にあたって、本来、② o①面上にも使用廃棄された3類層

が広がっていたのであろうが、それが取り除かれたような状態となっている。この堆積状態

は、上方の③面あたりで煎撚作業を行い、その不要物を② o①面方向の下方へ単に掻き出し

ただけでは生じないものである。おそらく、4類使用時にあっても各段を作り出して、それ

ぞれの面で煎蒸作業を行ったものと考えられる。

実際には次のような過程が考えられる。まず、①面で煎蒸作業を行い、その不要物を下方
へ単に掻き出す。この面が、作業による地表面硬化あるいは不要物の下方への掻き出しが難

儀になった段階で、②面に煎蒸場を移し、①面方向へ不要物を掻き出した。この面も、作業

による硬化あるいは不要物の下方への掻き出しが難儀になった段階で、③面へ移動し、②面

方向へ不要物を掻き出した、という煎蒸作業場の移動である。

なお、名古屋港の平均満潮・干潮面 (1994年のデータ)をみると、平均満潮面が標高 (T.

P)0,718mで、現在の暦 (太陽暦)で最も高位となる9月 の平均満潮面力Ю.888mであり、

通常の潮の満ち引きでは①面②面③面④面⑤面とも冠水はしない高さである。平均干潮面

は-0.722mである。

5 貝層

貝層 1(第 3図) G3区 に広がる貝層で、推定の大きさが径3m。 厚さ50cmである。製

塩土器4類の砕片を含む黒色砂層に介在しており、貝層中にも製塩土器が混入している。本

遺跡における4類使用時期は、8世紀を中心とする頃ととらえており、貝層も同時期に形成
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されたものであろう。

貝層 2(第 3図 14層 )I区・ J区の 2区から5区にかけ

て広がり、北東の未調査区域にも連なっている。灰釉陶器

の折戸53号窯式 (10世紀前半)の製品が伴出しており、そ

の頃に形成されたものであろう。

両貝層のほぼ中央部でブロツク・サンプリングした上の

う袋の一つ分の貝構成比は、第 1表のとおりである。

本遺跡の北に広がる松崎遺跡の古墳時代から平安時代に

かけてのいくつかの貝層では、ハマグリが 6割以上を占め、

ついでシオフキが 2割程度を占めている。300mほ ど南に

連なリー連の製塩遺跡としてとらえられる上浜田の地で

は、ほとんどがシオフキの貝層もあり、貝構成に違いが認

められる。貝類の採集は、基本的に昼間に潮が干る3月 か

ら8月 にかけての潮千狩りの時期が最適であり、古代にあ

っても同様な時期であったろう。とすると、ハマグリとシ

オフキをある程度分けて利用していたのではないかと考え

られる。また、単に、ある時にシオフキが以上繁殖した結

第 1表 貝類構成比一覧表

貝層 ユ

種 名 個体数 %

シ オ フ キ 226 67.3

ハ マ グ リ 102 30.4

ア サ リ 4 1.2

オオノガイ l 0。 3

マ テ ガ イ l 0,3

ニ ナ 類 2 0。 6

計 336 100。 1

備考 1 製塩土器 4類混入

貝層 2

種  名 個体数 %

シ オ フ キ 245 81.4

ハ マ グ リ 54 17.9

ア サ リ l 0.3

マ テ ガ イ 1 0。 3

計 301 99.9

備考 1 灰釉陶器段皿片混入

果とも考えられ

る。

ただ、貝とし

ては、カガミガ
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第二節 遺物

1 かまど [縦穴住居跡]出土遺物 (第 13・ 14図 1～ 26、 第25図 33・ 34、 第 5表)

(1)かまど内出土遺物

かまど内部からは、土師器奏、須恵器杯身、石製支脚、知多式製塩土器 l類が出上してい

る (第 13図 1・ 2・ 4～ 7、 第25図 33・ 34)。

土師器奏 1,2・ 4・ 6は平底と思われるが、 6については脚台が付く可能性もある。こ

れらはいずれも、口縁部回転ナデ調整、胴部外面ハケ調整、胴部内面ナデ及びヘラ削り調整

を加えている。 1・ 2・ 4・ 6は胴部下半に火熱を強く受けており、器表面が剥離および赤

色に変色している。 2はかまど内に直立した状態で出上した石製支脚 5に近接して出上して

おり、支脚とともにかまどに設置された状態で廃棄された可能性が高い。胴部中ほど外面の

幅 5 Cm程が擦れて器表面剥離が日立っており、かまどの天丼部との接していた部分と考えら

れ、かまどの天丼部分の厚さが 5 cm程であつたことが解る。

土師器養の時期については、宇田式後期頃 (6世紀前半頃)に位置づけられよう。

須恵器杯身 7は 口縁部がやや内傾して立ち上がり、端面は内側に傾斜する。体部下半の約

1/2に はヘラ削り調整を加えている。東山61号窯式 (6世紀前半頃)に比定できると思われ

る。

石製支脚 5は花商岩製で、火熱を強く受けており、表面は非常にもろくなっている。最下

部は打ち掻いて尖らせており、最上部は意図的かどうかは不明だが平坦である。

製塩土器 (第25図 33・ 34)は、杯部33と 脚台34があり、同一個体の可能性が高い。脚台は、

筒形を呈し、高さ6.5cmで 、脚台下端を指先でつまんでおり、知多式製塩土器 lC類に分類

できる (立松1994)。 また、かまどの東側袖部上からも知多式製塩土器 l類の脚台上部が出

上している。

須恵器舗 3はかまどの東側袖部上で出上している。胴部外面は叩き調整を加え、中部に幅

4 11ull程 の沈線を 1条めぐらしている。残存する胴部下端は、外面の調整痕からみて把手が付

いていたと思われる。内面はヘラ削り調整の後、丁寧なナデ調整を施している。

須恵器甑 3以外は、かまど内部でまとまって出土しており、一括廃棄された可能性が高い

資料である。

(2)かまど付近出土遺物

本住居跡は住居範囲を確認できなかったため、現地調査では住居跡埋土中から出土した遺

物を特定できなかったが、推定の住居範囲と出土レベルから、住居内から出土したと思われ

る遺物を抽出した (第 14図 8～ 26)。 抽出した遺物には、須恵器の杯蓋 (8～ 11)・ 郭身

(12～ 15)。 無蓋高郭 (16)・ 甑 (17～ 19)、 土師器の甕 (20。 21)・ イ (22・ 23・ 24)・ ガヽ

型壺 (25)・ 短頸壷 (26)がある。

8は天丼部の約1/2をヘラ削りし、平坦面になると思われる。口縁部は内湾し、端面は内

側に傾斜する。 9～■は8に比して口径が大きく、天丼部のヘラ削 り部分が1/2～ 1/3程度

である。口縁部は内湾し、端部はやや外反するものもあり、端面は若干内側に傾斜する。

12～ 15は、口縁部が内傾し、端面は内側に傾斜する。体部は残存部分が少ないが、下底の

1/2～ 1/31こ ヘラ削り調整を加える。12は外面に厚く自然釉がかかる。

16は郭部下底2/31よ どが回転ヘラ削りである。中央部には2条の沈線をめぐらす。口縁部
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付近は焼き歪み、外面に黒色の自然釉がかかる。

17～ 19はいずれも把手を有し、中央部に 1条ないし2条の沈線をめぐらす。17は ほぼ直立

する器形で、胴上半部は叩き調整、胴下半は縦方向のヘラ削 り調整である。軟質な焼成であ

る。18・ 19は全体的に丸みのある器形で、口縁下部に突出する稜をもつ。18は胴部外面に叩

き調整を加えた後、把手下部分の幅 2 cm程 を回転ナデ調整を加えている。19は全面回転ナデ

調整である。

20は比較的明瞭な肩部をもち、短 く外反する口縁部をもち、端面は平坦になる。胴部外面

はハケ調整を加え、口縁部及び内面は回転ナデ調整である。台付奏の脚台部21は 内タト面とも

指ナデで、下端部に指頭痕が残る。砂粒を多く含む胎土で、本遺跡から出土している宇田型

奏の脂土に似る。

22は 、ほぼ半円形の器形で、口縁部がわずかに内湾し、端面は内側に傾斜する。口縁部と

体部上半は回転ナデ調整で、体部下半は静止ヘラ削りである。23も 全体的に丸みのある器形

だが、22よ りやや偏平である。口縁部が若干内傾気味に立ち上がり、端面は内側に傾斜する。

底部は静上ヘラ削りである。24は 口縁部が引き出されて横にのびる。内外面とも回転ナデ調

整である。25は口縁部が回転ナデ調整である。26は、口縁部カツト湾気味に短 く立ち上がり、

上端は平坦である。胴部外面はヘラ削りを加えるが、上部に指頭痕が残り、ススが付着する。

須恵器杯類は、ほぼ東山61号窯期 (6世紀前半)に比定できるが、8は若干古い様相をもつ。

一方、須恵器高郭・甑は杯類に比べ若干新しく、東山44号窯期あるいは東山50号窯期頃 (7

世紀代)ま で下る可能性もある。

2 土坑出土遺物 (第 15図27～ 34、 第 5表)

土坑内からは、土師器の台付甕 (27)。 S字甕 (28～ 32)・ 高不 (33)・ 壷底部 (34)が

出土している。

27は短い頸部を有し、長胴形を呈する器形である。胴部外面は乱雑なハケ調整で、上部の

器表面は剥離が日立つ。内面は、胴部上面がヘラ削り、中央部はハケ様の削 り調整である。

脚台部は内外面ともナデ調整で、端部を折り返す。28～ 31は口縁端部力羽巴厚し、面を有する。

28。 29は、口縁部カント方にひらき、端面に若干の窪みをもつ。30。 31は 28・ 29に比べ端面は

狭 く、外側に傾斜する。28～ 31はいずれも肩部付近の横方向のハケ調整は施していないよう

である。脚台部32は薄手の作りで、下端部を折り返し、内面には指頭痕が残る。

33は 、口縁部付近が回転ナデ調整、底部外面がヘラ削りで、内面は底部付近にヘラミガキ

調整を加えている。脚部は緩やかに広がる裾部をもつ。内外面ともナデ調整で、上部にのみ、

ヘラミガキ調整を加える。

34は 、器形は不明だが、内面は丁寧なナデ調整で、外面にはヘラミガキ調整を加える。ま

た、底面中央が窪んでいる。

本遺構から出上したS字奏は、松河戸 I式後半期～松河戸Ⅱ式期頃 (5世紀初頭頃)に位

置づけられよう。

3 調査区 2遺物集中部出土遺物 (第 16。 17・ 18図35～ 80、 第 5表)

前節遺構では述べていないが、調査区 2の南側で、知多式製塩土器 3・ 4類を含む層を取

り除いた下に堆積する同一層から平面的にも集中して検出した遺物群がある。本遺物群は遺

-15-



構に伴うものではないが、一括廃棄された可能性の高いものとして、他の包含層出土遺物と

は別に遺物集中部として述べることとする。

本遺物群には、須恵器のイ蓋第16図 35、 郭身36。 37、 有蓋高杯38～ 40、 大奏41、 土師器の

奏第17図颯～54、 高杯第18図55～ 69、 短頸壺70。 71、 小型壷72～ 79、 杯80がある。

須恵器

35は天丼部のほとんど全面が回転ヘラ削りで、口縁はぼ直立し、口唇部内面はわずかに窪

む。36。 37は体部下半のほとんどが回転ヘラ削りで、口縁はほぼ直立し、端面は内側に傾斜

する。38～ 40の杯部は、郭身36・ 37と ほぼ同様の形状で、脚部は外湾しながら開き、下端部

が突帯様に肥厚する。41は大甕の胴部片で、遺物集中部から若干離れた位置から出土してい

る。外面に斜格子の叩きを施す。

杯蓋35・ 杯身36。 37・ 有蓋高杯38～40は、いずれも東山ll号窯式期頃 (5世紀後半)に位

置づけられよう。

土師器

42～ 44・ 46・ 48は宇田型台付甕である。胴部外面はハケ調整、内面はナデ調整だが、44の

ハケロは荒く鋭い。また胴部下半にススが付着する。50は小型の台付甕で口端は尖っている。

45・ 53は平底になると思われる。45は、九みのある胴部に、く字状に外反する口縁部をもち、

端部を九くおさめる。外面胴部上半がハケ調整、下半がナデ調整で、内面は口唇部を除き全

面ハケ調整である。外面全体にススが付着する。53は45に比べ胴部の膨らみが少なく、口縁

部は内湾気味に立ち上がり、50同様口端が尖る。胴部外面はハケ調整、内面はヘラ削り調整

で、外面には口縁部に至るまでススが付着し、胴下半部には火熱が強く加わる。47・ 49・ 54

は奏の口縁部片で、47・ 49の外面にはススが付着する。いずれも、胴部外面はハケ調整であ

る。47・ 54が口縁端部を九くおさめるのに対して、49は跳ね上げ口縁をもつ。51・ 52は台付

甕の脚台部で、内外面ともナデ調整である。

55。 56は、杯部が九みをもって立ち上がり、口端部は内側に傾斜する。杯部下半には粘土

の接合跡が残る。脚台部は裾部が強く外反し、端部は丸くおさめており、接地面には平坦面

が形成されている。脚部外面はヘラ削 り整形後ナデ調整を加える。60。 61は小形壺に脚台を

付 した様な器形で、外面全体に丁寧なナデ調整を加える。60は 、九みのある体部に屈曲する

幅広の口縁部をもち、胴部下方に粘土の接合痕が残る。脚部は短く、付け根から直線的に開

き、端部を丸くおさめる。61は 、九みのある体部に、短く屈曲する口縁部をもち、胴部と下

方に粘土の接合痕が残る。62は 、杯部が直線的に開き、口縁端部を丸くおさめる。外部は回

転ナデ調整で、体部と底部との間に突帯を付す。内面は器表面が磨耗 している。57・ 631よ、

杯部が九みをおびて立ち上がり、口縁部はさらに開き、端部はつまみ上げ様に突起する。5

8は、55・ 56と 同様の器形だが、口縁部がやや強く外反し、端部の傾斜面が幅広である。59

は、直線的に開く体部をもち、口縁端部はつまみ上げように突起する。65は郭部が割合深 く、

脚台の裾が横にのびる。64。 66～ 691よ脚台部のみで、いずれも裾部が強く外反する。70。 71

は、球形の胴部に短く外反する口縁部をもつ。70は、口縁部と胴部との間に明瞭な段を有し、

口縁端部を面取りしている。いずれも胴下部外面はヘラ削り調整で、内面はヘラ削り調整後

ナデ調整を加える。72～77は、球形の胴部に若千外反する幅広の口縁部をもち、底部は平底

ないし丸底である。73の 口縁部はやや受口状を呈する。77の 口縁部はやや直立気味で、全体

のつくりが粗雑で、指頭痕がよく残る。いずれも口縁部内外面は回転ナデ調整で、胴部はナ
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デ調整を施す。内面は73がヘラ削 り調整のほかは、指先によつて整形している。78は球形の

胴部に短い受口状の口縁がつく。外面には指頭痕が残る。

80は半球形の偏平な胴部に短く外反する口縁がつく。体部は、内外面ともナデ調整、口縁

部は回転ナデ調整である。

本遺物群の上師器については、宇田型甕等の特徴から、おおむね宇田式前期から中期にか

けての時期 (5世紀後半頃)に位置づけられると思われるが、44の宇田型奏については、若

干古 く、松河戸Ⅱ式期頃 (5世紀前半頃)ま で湖る可能性がある。

この他、本遺物群からは、知多式製塩土器の古いタイプ (知多式製塩土器 0類)を含む、

製塩土器が数点出上しているが、製塩土器についてはまとめて別項で述べることとする。

4 製塩土器 (第25～ 29図 ・第 7表)

知多式製塩土器の3類 (棒状脚が握 りはなしのままの成形のもの)と 4類 (先端が尖つた

細身の棒状脚のもの)が主体である。このほかに、古式の製塩土器が十数点出上 している。

古式の製塩土器 (第25図 1～ 16)知 多式製塩土器松崎類に含められるものが、ll点ほど出

上している。器体は斜め上方にV字形に立上がり、底部に裾開きの低い脚台をつけるもので

ある。 1・ 2は、底面が平滑でふくらみをもつ円盤様の脚台をつける変形のものである。器

体内底面は、棒状具 (ヘ ラ様具)に よって粘上を掻き取り、ナデ調整を施している。色調は

赤褐色を基調とするが、部分的に黒色などに変化する。 3～ 6の脚台は、下端を指先でつま

み出したようにして作りだし、わずかに裾広がりになる。そのため、底面がほんの少し窪ん

だ形態となる。内底面の調整および色調の変化は、前者と同じである。 7は台径が前者より

やや大きく、底面を平坦に作りだす。これらも変形のものである。 8・ 9の脚台は、底面が

窪んだ杯を伏せたような倒杯形である。これも内底面の調整および色調の変化は、前二者と

同じである。これらが松崎類の基本型である。10の脚台は、脚高 (脚台下端から器然内底面

までの高さを示す。以下同じ。第 9図参照)が前者に比べてやや高く、外面には成形時の指

先の跡がよく残るが、器体内面は丁寧なナデ調整を施す。以上のものが、松崎類に含められ

る。

11は倒杯形の脚台で、脚の内外面ともに丁寧なナデ調整を施すが、器体内底面は棒状具

(ヘ ラ様具)に よつて粘土を掻き取って整形 している。器体はV字形をなすもののようであ

る。12の脚台は、緩やかに裾が広がり、内側の窪みも深い。器体内底面は、薄く剥離する。

13の台脚は、下端が裾広がりになる器形で、内底面は棒状具 (ヘ ラ様具)に よって粘土を掻

き取って整形し、使用後の薄い剥離が認められる。色調の部分的な変化も紅色、白色等と著

しい。以上のものは、分類がなされていない型ものであるが、現在のところ出土量もごくわ

ずかである。

14～ 16の脚台は、下半分を指で摘んで引き伸して筒型に作 り出し、下端がわずかに広力Sる 。

下端面を板などの平坦面で叩くか打ち付けるかして平らに作り出し、下端の粘土が内側へ折

れ曲がつている。筒状脚の内側は指先で丁寧に押さえ付けて整形している。器体の内底面は、

棒状具 (ヘ ラ様具)に よって粘土を掻き取 り、ナデ調整を加える。煮沸使用に伴なう薄い剥

離のあるもの (14)認められる。器体は混在する破片から見て、第25図に示すような復原形

態となる。

以上のものは、一個ないし数個の資料 (図示するものが全出土資料)であるが、①通有の
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日常容器類ではない特殊品である。②土器使用に伴なう色調の変化が、製塩土器と同じであ

る。③器体内面が煮沸使用によって薄く剥離するものが多 く、製塩土器と同じ特徴をもつ、

の理由によって、製塩土器と判断したものである。

古式の製塩土器の分類 1～ 10は、大阪湾南部から紀淡海峡周辺の先進土器製塩地域で作り

出された倒杯形の脚台をつける脚台Ⅱ式土器に類似するもので、その影響下に作 り出された

とみられる知多式製塩土器の「松崎類」に含まれる形態である。11は松崎類の脚台下端を引

き伸ばしたような形態であり、疑似的な松崎類である。12・ 13は脚台が高くなって、知多式

製塩土器 1類の筒型脚へ変化する過程の器形ではないかと考えられる。14～ 16は 、後章の

「まとめ」において詳述するが、時期的に知多式製塩土器 1類に先行するものであり、形式

変化のうえからみても、一応、 1類に先行する知多式製塩土器 0類として位置付けられうる

ものである。

知多式製塩土器 1・ 2類 (第25図 17～36) 1類 は、深鉢形の器体に、筒型の脚台をつけた

土器である。17～ 27の脚は、当初に筒の下端を板で叩くか、板に打ちつけるかして平坦に作

り出し、後に指で摘んで、やや先細 りになるように作り出している。器体の内底面は棒状具

(ヘ ラ様具)に よって粘上を掻き取って整形 している。27は脚の下方三分の一のところで色

調が灰色に変化しており、この辺 りまで砂に差し込んで使用された状況を示している。底

径・脚高・器体と接する部分の脚の径の法量と、下端面を後に指先で摘んでいるものの当初

は平坦に作 り出している特徴からlA2類 として区分できる。

28～ 31の脚は、前者と同様の作 りであるが、脚が高くて lB類として区分できる。30は器

体の内底面が薄く剥離する。31は脚の中程のところで色調が灰色 。紅色・赤褐色に変化して

いる。32は筒脚の下方がやや下つぼみとなり、下端を指で摘んでつくりだしている。 IC類
として区分できる。33・ 34は F2区のかまど内から出上したものである。33は復原口径14cm、

復原深さH.5cmの深鉢形の器体で、口縁部は先尖りの素縁である。外面には掌の痕が残り、

内面はヘラ削り、ナデ調整によって丁寧に平滑に仕上げている。外面よりも内面を丁寧に仕

上げる作り方は、製塩土器に通有である。器壁の厚みは1.541m～ 3 1mnと 、大変薄い。34の脚

も33同様、F2区のかまど内から出上したもので、 lB類に含められよう。

35・ 36は 当初筒形脚に作 り出した後、先端部分をやや先尖りに丸く閉じ合わせた作 りの 2

類である。器体の内底面は前者の 1類と同様の作りである。35は復原した脚の長さのほぼ中

程で色調が変化し、下方カド灰褐色になる。やはり、このあたりまで砂に差し込んで立たせた

ものとみられる。大きさからみて、35が 2A類、36が 2C類に含められよう。

知多式製塩土器 3類 (第26。 27図37～ 123)37・ 38の脚は、器体と接する脚部の径が太い。

器体内底面はナデ調整を施し、棒状の脚の部分は握りはなしのままで、指の痕が顕著に残る。

胎土は砂粒を多く含み、ザラザラとした器表面である。37は脚のほぼ中程で、色調が灰褐色

に変色する。38は器体内底面が薄く剥離する。これらは、大きさからみて3A類に区分でき

る。39。 40も 太めの脚端で、同類に含められよう。41・ 42は 器体の口縁部で、外面には掌の

痕や粘土紐の接合痕が残 り、内面はヘラ削りとナデ調整によって丁寧に平滑に仕上げている。

厚みは 2 nun～ 3 almと 薄く、先尖 りの素縁である。43・ 44は器体の下底部で器体はU字形に丸

みをおびて立ち上がる。器体部がこの程度まででも伸びて残存するものは少なく、ほとんど

のものが脚と器体の接合部で破損している。器体内底面は弼がヘラ削 り、44がナデ調整であ

る。
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45～61は E2,3区のほぼ同一の製塩土器包含層から出土したものである。脚はすべて握

りはなしのままの成形で、器体と接する脚部の径が細いことから、総体として3B類に含め

られるものである。器然内底面はナデ調整するものが多いが、ヘラ削り痕 (49・ 59な ど)や

絞り込んだ級の痕の残るもの (48)も ある。そのほとんどのものが、脚の中程で色調が変化

し、下半が灰色・灰褐色・黒色・紅色などに変色する。ちようど中程あたりが、砂中に差し

込まれた部分と露出する部分の境で、煮沸使用によって色調が変化したものとみられる。

これらを詳細にみると、器体と接する脚部の径 (脚径)と脚高 (長 さ)の違いによつて、

さらに四つに細分できる。 3 B① 48～ 501ま脚径が2.3cm～ 2.7cln、 高さが7.7cm～ 8.5cmで、

太くて短いもの。3 B② 45～47は 、脚径が1.9cm～ 2.2cm、 高さ力泊.7cm～ 9.Ocmで、細くて

短いもの。3 B③ 51～ 59は 、脚径が1.9cm～ 2.4clll、 高さ力湘.8cm～9.8cmで、太くて長いも

の。3 B④ 60。 61は、脚径が1.9Cm～ 2.5cm、 高さが10。 2cm～ lo,7cmで 、太くて最も長いも

の、である。

62～ 76は 、D2区の灰層から出土した一括資料である。62,63・ 65は器体の口縁部で、外

面には掌の痕、粘土紐の接合痕が残り、内面はヘラ削りとナデ調整によつて丁寧に平滑に仕

上げている。厚みは全体が一律ではなく、 2 11Hl～ 3 Hlmに 仕上げるのものが多く、65の ように

511mほ どの厚みをもつ部分もある。口端面は部分的にほんのわずかな平坦面を持つ部分もあ

るが、全体は先尖りの素縁である。64は器徳の胴部で、わずかに屈曲する。66～ 76の脚は、

器体内底面はヘラ削りやナデの調整を施す。絞り込んだ級の痕の残るもの (69)も ある。

66・ 72の ように煮沸使用後に内底面が薄く剥離するものも多い。また、そのほとんどのもの

が、脚の中程で色調が変化し、下半が灰色系の色に変色する。先の細区分でみると、66・ 68

が3B②、76が 3B④、その他が3B③である。

77～ 79は器体の口縁部で、外面には掌の痕、粘土紐の接合痕が残り、内面はヘラ削りとナ

デ調整によつて丁寧に平滑に仕上げている。厚みは全体が一律ではなく、 211m～ 3 almに 仕上

げるのものが多い。77・ 78の 口縁部と、80～ 91の脚はDl区の同一の製塩土器包含層出土資

料である。器体内底面の調整や、脚の色調変化は前者と同様である。80～ 82が 3B②、83～

86が 3B③、87～ 91が 3B④に区分できる。

92～ 95の脚はC3区の同一の製塩土器包含層出土資料である。器体内底面の調整や、脚の

色調変化は前者と同様であるが、絞りの級の残るものが多い。脚の中程で色調が変化する。

これらは3B①に区分できる。

96～ 109の 脚と111～ l13の 口縁部は、Bl区の同一の製塩土器包含層出土資料である。

器体内底面の調整や、脚の色調変化は前者と同様である。96～ 100が 3B②、101～ 107が

3B③、108・ 109が 3B④に区分できる。110～ 114の 口縁部は先尖りの素縁で、外面には

掌の痕、粘土紐の接合痕が残り、内面はヘラ削りとナデ調整によって丁寧に平滑に仕上げ

ている。

116～ 123の 脚は、各所から出上したもので、116が 3B①に、117～ 119が 3B③、120・

121が 3B④に区分できる。122の ように短いものもごく希にある。123は、器体下底部で、

U字形に立ち上がる。

知多式製塩土器 4類 (第28・ 29図 124～204) 4類は、3類に比べ、胎土に砂粒の混入が少

なく、器表面がザラザラせず滑らかである。124～ 158は F2区内で比較的明瞭に分離できる

製塩土器包含層別に分けたものである。1斃～127は器体口縁部で、先尖りの素縁である。あ
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186・ 1871こ示すように、部分的に厚みを減じないで口縁が

丸みを持つところもある。外面には掌の痕、粘土紐の接合

痕が残 り、内面はヘラ削りとナデ調整によって丁寧に平滑

に仕上げている。 2 HIIll～ 4 1mlの厚みである。

4類の脚は、脚径と脚高の違いによって、大きく三つに

区分されている。4A類は脚径が1.3cm～ 2.Ocmで、高さの

違いによってさらに三細分される。4Al類が高さ8.5cm

～ll.2cm、 4A2類が高さ7.lcHl～ 8.4cal、 4A3類が高さ

5。 5cm～ 7.Ocmほ どである。4AB類は脚径力諺.lcm～ 2.5clll

で、高さが9.Ocm～ ll.Ocmほ どで、高さにはバラツキがあ

る。4AC類は脚径力認.7cm～ 3.6cmで、高さ力滞.Ocm～ ll.0

clnほ どで、高さにはバラツキがある。4AB類と4AC類
の出土量は少ない。現在のところ、以上のように把握され

脚 径

第 9図 製塩土器脚部計測基準

ている (立松1994)。

129～ 136は F2区の灰褐色土層からの出上で、129～ 133が 4Al類、134～ 136が 4A3類
に区分できる。125～ 128の 口縁部と137～ 147の脚はF2区の黒色砂層からの出土で、137・

138が 4Al類、139～ 145が 4A2類、146。 147が 4A3類に区分できる。148～ 158は F2
区の灰層からの出上で、148～ 156が 4A2類、157・ 158が 4A3類に区分できる。これらの

器体の内底面は、ヘラ削 りによって調整するものが多い。脚の表面は平滑で、板の上で転が

して作 り出している。1311こ は、転がしたときの螺旋の痕がよく認められる。脚の中程で色

調が変化しており、このあたりが砂に差し込まれた部分と露出する部分の境で、煮沸使用に

よって変色をきたしたものとみられる。159～ 169は El区の灰と炭の混入する黒色砂層から

の出上で、すべて4△ 2類に区分できる。170～204は各所から出土したものを、類別に集め

たものである。170～ 174と 186～ 190は 口縁部で、前者と同様の作 りである。186・ 187は小破

片であるが残存する部分の中でも先尖りと九みをもつところがあり、口端の整形は一律では

ない。ただ、3類に比べ器体の口径が小さくなるのに、器壁が 4剛・ 511mと 厚い部分をもつ

ものも認められる。191～ 193は 器体の胴部で口縁部と同じ調整である。175～ 185は 4Al類
に区分できる。194～ 198は 4A2類 に区分できる。199～ 202は 4A3類 に区分できる。203

。204は 4B類に区分できる。

土器製塩に係わるとみられる特殊な土器 (第29図 205～ 226) ここで述べる遺物は、212・

221を除いて、ほぼ同一の遺物密集範囲 (Bl区のT.Pl.8m～ 2mの斜面)か ら出土した

ものである。密集する遺物のほとんどは、214～ 218の器の胴部破片によって占められている。

205～ 209は破損する側が太くなる断面が不整形の円形の棒状土製品である。図示するものの

ほかに破片がもう1点出土しているのみである。端部を押さえて平らに作 り出すもの (205

。207)と 丸みをおびるもの (208)がある。破損するもう一方の側については不明であるが、

何等かの器がつくものではないかとみられる。胎土は砂粒の混入が少なく、器表面は滑らか

である。手づくりで握 り放しのままの凹凸が残り、太くなる側にはナデ調整がカロえられる。

前述した製塩土器と同様の色調の変化が認められることから、この項に取り上げたものであ

る。

205は 下端の l clnほ どが薄い桃色でその上部は、自 (黄)色に変色している。206は 下端の
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l cmほ どが灰色、その上の 3 cmほ どが白色、その上が灰黄色に変色している。206の色調変

化は明確ではない。208は下端の l cmほ どが明褐色、その上の 3 Cmほ どが灰褐色、その上の

l cIIlほ どが黒色、その上が褐色に変色している。特に、208とこ顕著なように、製塩土器同様、

餓永 (濃縮 した海水)煮沸によつてしか生じないであろう色調の変化であり、かつ、製塩

土器の脚のように砂中に差し込んで使用したものと考えられる。209も 前者と同様のものと

みられるが、変色もなく、太さが一律に伸びるもののようにも見受けられ、土棒かもしれ

ない。

210。 211の 口縁部は、多量の遺物の中から図示した 2点のみが混在していたもので、他の

破片とは胎上が異なる。胎上に砂粒を多 く含み、器表面がザラザラする。器壁は1。 3clll程 の

厚みで、口端力萌卜側へ張り出す。器体の内側はナデ調整を施す。これに伴う、胴部および底

部は、同一固体とみられる資料が全 くなく、不明である。

213の 口縁部は、器壁が l cm程の厚みで、先細 りとなり口端を丸く作り出す。胎上に砂粒

がほとんど混入しない。外面には粘上の亀裂が残るが、内面は丁寧にナデ調整を施す。212

は、別場所からの出土資料であるが、213と 同一の作 りである。この口縁部の破片は、数点

しかない。219は 口縁部と胴部が接合できないが、同一地点でまとまって出土しており、同

一団体とみられるものである。口縁部は外側へ引き出して、幅広 く作り出し、回転ナデ調整

を施す。内面の調整は (板)ナデ、外面もナデ調整を加えるものの成形時の指先の凹凸が残

る。胴部の調整も同様である。口縁部の色調は、外面が黒色、内面が明褐色、胴部は内面が

灰黄色、外面が暗灰褐色と明瞭に異なる。

220,221も 口縁部で、前者と同様の作 りである。214・ 218は月同部で、破片としては大き目

のものである。内面は (板)ナデ調整によつて平滑に作り出すが、外面には粘上のひびが残

る。内面が薄く剥離するものが多い。220～226は底部で、細片化している。底面は板の上で

作 り出したもののようで平坦である。外面には、粘上のひびが残る。薄つ&色 に色調が変化 し、

内面が薄く剥離する。これらは、部分的な色調の変化、内面の剥離、細片化の様相からみて、

製塩土器と同様に餓水を煮沸したものと考えられる。また、口縁部212。 213の 例から見て、

素縁の上器もあった可能性が高い。あるいは、これらのもの力認05ら の棒状脚にともなう器

体の口縁部かもしれない。

219の上器は、口縁形態がいわゆる「清郷型鍋」に類似 (胎土は異なる)するものであり、

日常の煮沸土器と同じ作 りのものを、餓水煮沸の煎蒸に使用したものと考えられる。ただ、

破片の量は多いものの、団体数としては少ない。227の灰釉陶器の碗 (高台を欠く)は、前

者と伴出したもので、施釉方法は漬け掛けである。本遺跡出上の灰釉陶器は、折戸53号窯式

(10世紀前半に編年)の ものが多く、227の灰釉陶器の碗も同時期の可能性が高い。219様の

口縁部を形作る清郷型鍋は11世紀前半代に位置付けられるもの (永井1996)に類似している。

おそらく、10世紀の後半からll世紀の前半のある時期にも、海辺では土器を使って製塩を行

つた場合があつたものと考えられる。市域には、数多くの製塩遺跡が分布するが、こうした

例ははじめてのものであり、現状では特殊な事例である。
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5 包含層出土須恵器 (第 19図81～ ■8、 第23図 205。 206、 第 5表 )

包含層から出土した須恵器は多時期にわたっており、器種としては、杯蓋 (81～ 83、 89・

91～ 93)。 杯身 (85～ 88、 94～ 104)。 無台杯身 (105・ 108)。 有台杯身 (106・ 107)・ 鉢

(109)。 高杯蓋 (90)・ 高不 (84・ 110～ 114)。 甑 (■5)。 壷 (116)。 電 (117。 118)。 大

養 (205。 206)がある。

なお、81～ 88は、調査区西側 (C-1区 )の地山にめり込む様にまとまって出土しており、

遺構に伴うものではないが、一括廃棄された可能性が高い資料である。

C-1区須恵器集中部

81～ 83は天丼部の1/2～ 2/3が回転ヘラ削 り調整で、口縁部は直立し、端面が内側に傾斜

する。83は器形がやや偏平である。85～88は体部の2/3が回転ヘラ削り調整で、口縁部は内

傾気味に立ち上がり、端面は内側に傾斜する。85～ 87は軟質な焼成である。88はやや偏平な

器形である。訊は有蓋高杯で脚に三方向に方形の透し孔をあける。

本集中部から出上した須恵器については、ほぼ東山ll号窯期 (5世紀後半)に位置づけら

れよう。

須恵器郭 (高不)蓋
89は、厚手のつくりで、偏平な器形である。天丼部のほとんど全面を回転ヘラ削り調整に

よつて仕上げ、口縁部は直立し、端面は丸くおさめる。

90はつまみが付き、有蓋高杯の蓋と思われる。天丼部は2/3以上が回転ヘラ削 り調整で、

口縁部はわずかに丸みをもち、端面は内側に傾斜する。91は天丼部の1/2を 回転ヘラ削り調

整によつて仕上げ、内湾気味に若千開く口縁部をもち、端面は内側に傾斜する。92は やや小

ぶりで、天丼部の2/3が回転ヘラ削り調整で、若干開く口縁部をもつ。93は 、天丼部のほと

んどを回転ヘラ削り調整によって仕上げているが、下方のみ静止ヘラ削りによって調整する。

口縁部は外反し、外面に2段の波状文を施す。

須恵器杯 (高杯)蓋の時期については、89が本遺跡で出上 している須恵器の中では、最も

古 く位置づけられると考えられ、城山2号窯式又は東山218-1号 (東山48号)窯式頃 (5世

紀中頃)ま で湖る可能性がある。901ま東山■号窯式 (5世紀後半)に、91は東山61号窯式

(6世紀前半)にそれぞれ位置づけられよう。92・ 93については類例がわからず時期不明で

ある。

須恵器邪身・鉢 94～ 103は 、体部の1/2～ 1/3が回転ヘラ削 り調整で、口縁部は内傾気味

に立ち上がるもの (94～ 98・ 100～ 103)と 直立するもの (99)があり、端面は内側に傾斜す

るものがほとんどである。104は 、体部の1/3が回転ヘラ削 り調整で、口縁部は前記した郭身

に比べ短く、内傾する。口縁部と体部との間の段下に 1条の沈線がめぐる。

105は、外底面のほとんどが回転ヘラ削り調整で、体部が若干開き気味に立ち上がる。108

は、底部が静止ヘラ削り調整で、体部が105に比べ開く。

106は 、体部が内湾気味に立ち上がり、直立する口縁部と体部との間に段を有する。107は 、

底部の2/3が回転ヘラ削り調整で、中央部のみ回転糸切り未調整である。

須恵器杯類の時期については、94～ 1蝦が東山ll号窯期もしくは若干新しい時期 (5世紀

後半～6世紀初頭頃)に、104が東山44号窯式あるいは東山50号窯式 (7世紀代)に、105'

108が高蔵寺 2号窯式 (8世紀初頭)、 106・ 107が岩崎25号窯式～鳴海32号窯式頃 (8世紀中

葉～後半頃)にそれぞれ位置づけられよう。
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109は 、底部が回転ヘラ削 りで、体部が内湾気味に立ち上がる。口縁部は短 く外反し、端

部は平坦面をつくりだす。帰属時期については不明である。

高不 110は 、体部下半が回転ヘラ削 り調整で、口縁部カント反する。体部中央と、口縁部

と体部との間に段を有し、その間に波状文を施す。外面に厚 く自然釉がかかる。111は 、体

部下半が回転ヘラ削り調整で、脚部の最上部に貫通しない一対の長方形のTし を穿ち、その直

下に沈線をめぐらす。l121よ 最下部のみ回転ヘラ削りで、体部に二つの段を有し、口縁端部

が内側に傾斜する。内面には、自然釉とともに砂粒が付着する。113は 脚中央部に2条の沈

線をめぐらす。■4は四方向に長方形の子しを穿つ。

高杯の時期については、■0。 l14が東山11号窯期 (5世紀後半代)に、■1～ l13は東山坐

号窯期以降 (7世紀以降)に位置づけられよう。

その他の器種

l15は 、鉢様の器形を呈する甑と思われる。胴部外面が叩き調整で、二条の沈線を施す。

116は肩部が張 り、頸部が直立気味に外反し、日縁部に段を形づくる。胴部には、櫛状工具

による横線を間隔をおいてめぐらす。117は 、醒の口頸部とみられる。口縁部が外反し、口

縁部の段直下に波状文を施す。l18は、残存部では孔の跡が見られないが、醒と思われる。

底部が静止ヘラ削りで、胴部中央に 1条の沈線を施し、その上部に波状文を施す。壷類につ

いては帰属時期が不明だが、1151こ ついては、東山44号窯式あるいは東山50号窯式頃 (7世

紀代)に位置づけられよう。

205・ 206は口縁部が直線的に開き、端部に外傾する縁帯を有する。いずれも内面に自然釉

がかかる。後述する灰釉陶器の一部とともに出上しており、折戸53号窯式に位置づけられよ

う。

6 包含層出土土師器 (第20。 21・ 22図■9～ 179、 第23図210、 第 5表 )

包含層から出上した土師器には、奏 (119～ 1501 ・甑 (151・ 152)・ 高郭 (153～ 170)・

壺 (171・ 177～ 179)。 小形壷 (174・ 175)。 対 (172・ 173・ 176)。 中世の上師皿 (210)

がある。

煮炊具 119～ 127・ 129～ 137は台付奏と考えられる。119～ 121は、口縁部が大きく外傾し、

端部は丸くおさめるものと (119・ 121)、 外側に傾斜する面を形成するもの (120)がある。

いずれも胴部外面はハケ調整、内面はナデもしくはヘラ削 り調整で、119・ 121のタト面にはス

スが付着する。

122～ 127・ 129は いわゆる宇田型甕と思われるが、口縁部に明瞭な屈曲は見られないもの

がほとんどであり、129は 他と比べて小形である。いずれも胴部外面はハケ調整であるが、

122・ 1塾は深く荒いハケロである。126の胴上部外面には一条の沈線力S施される。

128は 、口縁部が大きく外反し、端部をつまみ上げている。胴部外面はハケ調整、内面は

なで調整である。口縁部は、「口縁端部つまみ上げ丸底奏」 (城ケ谷1996)の特徴をもつ。

130～ 137は台付甕の脚台部で、下端部を折り返すものと (132～ 134。 136)、 折 り返さない

もの (134・ 135・ 137)がある。

138は 、球形に近い胴部に、強く外反する口縁部をもち、端部は九くおさめている。底部

を欠いているが、恐らく丸底になると思われる。胴部外面はナデ調整だが、一部に指頭痕が

のこる。内面は、胴上 。下部がヘラ削りで、以外はナデ調整である。胴中部は火熱を強く受
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け、器表面が剥離している。139は小形の平底奏で、口縁部が外反し、端部は丸くおさめる。

胴部外面はハケ調整で、内面はヘラ削り調整の後ナデ調整である。胴下半部にススが付着し、

器表面の剥離も日立つ。

140～ 1471よ 甕の上部破片である。口縁部は、140が直立気味である以外は強く外反する。

また、140の内面は、口縁部と胴部との境に粘土接合痕が残る。端部は丸くおさめるものと

(140,142・ 143・ 145)、 外側に傾斜する面を形成するもの (141・ 144・ 146・ 147)がある。

140の外面にはススが付着する。

148～ 150は粗製の甕である。148は 、内外面ともナデ調整だが、外面には板で叩いたよう

に平坦面が形成されている。149は 、色調・作 り等が製塩土器様の特徴をもつ。日縁部が肥

厚し、端部がやや内側に傾斜する面を形成する。外面は指頭痕がのこるが、内面は比較的丁

寧な指ナデ調整である。1501よ 、口縁部がやや直立気味で、粗雑なつくりである。外面は、

胴中部がヘラ削 り調整で、内面は胴部がハケ調整で、口縁部と胴部との境に粘土接合跡がの

こる。胴上部・口唇部にはススが付着する。

151は 甑の把手と思われる。全面に指頭痕がのこり、先端部は平坦に調整する。152は 鉢

形を呈する甑で、底部中心に 1子と、縁辺に5孔を穿つ。胴下部に粘土接合痕が明瞭にのこる。

外面はナデ調整で、内面はハケ状工具による削 り調整である。

包含層から出土した煮炊具については、時期幅があると思われるが、概ね宇田式前～中期

頃 (5世紀後半～6世紀初頭頃)が中心で、一部、松河戸Ⅱ式期 (5世紀前半代)ま で湖る

可能性のもの (124・ 140等 )や、宇田式後期ないし飛鳥時代 (6世紀代)ま で下る可能性の

もの (128。 138等)も ある。

郵身・高不 杯身は、体部が内湾して立ち上がり、端部が短く外反し、内側に傾斜する面

を有するもの (153・ 154)と 、体部から口縁部に至るまで内湾し、端面は内側に傾斜するも

の (155)がある。いずれも残存部については回転ナデ調整である。

高郭の杯部は、体部が内湾して立ち上がり、端部が九 くおさまるもの (156・ 157・ 160)

または内側に傾斜する面を有するもの (158)、 体部が直線的に開き、端部を丸くおさめるも

の (159・ 161・ 162・ 163)がある。これらのほとんどが体部と底部との境は粘上の接合跡を

のこす程度であるが、163については断面三角形の突帝を付す。

脚部は、下部が強く外反し、裾部を形成するものと (156～ 159・ 164～ 169)、 付け根から

端部まで直線的に開くもの (170)がある。169は端部を下方に折る。

杯身・高郭の時期については、概ね宇田式前～中期頃 (5世紀後半～6世紀初頭頃)に位

置づけられるものが多い。

壺類 171は有段口縁をもつ壷で、胴部外面はハケ調整である。時期としては、松河戸 Ⅱ

式期頃 (5世紀前半代)に位置づけられよう。

172・ 173は対で、直立気味の口縁部をもち、端部は丸 くおさめる。176は 、高郭の可能性

もあり、外反する口縁部をもつ。174・ 175は小形壺 (短頸壺)で、短 く外反する口縁部をも

ち、174は端部カント側に傾斜する面を有する。177～ 179は 、壷もしくは甕の底部破片で、178

の底面には木葉痕がのこる。

7 包含層出土陶器類 (第23図 180～ 200、 第 5表 )

包含層から出上した陶器類には、灰釉碗 (180～ 188)・ 緑釉段皿 (189)・ 灰釉皿 (190～
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199)・ 灰釉長頸瓶 (201～204)・ 山茶碗 (200)があり、主に調査区 1の東側で出上してい

る。

180～ 188は、徐部は丸みをおびて立ち上がり、体下部を回転ヘラ削りによって調整し、や

や崩れた三日月高台である。180～ 183・ 188は、漬け掛けによつて体部内外面に施釉する。

緑釉段皿189は 、断面が四角形に近い、いわゆる角高台が付 く。底部内面も含め全面に施

釉する。

190は 、角高台に近 く、ハケ塗りによって施釉 している。191～ 199は 、底部が回転ヘラ削

りのものと (190・ 192～ 197・ 199)、 回転糸切りのもの (191・ 198)があるが、いずれも崩

れた三日月ないしは三角高台を付ける。また、194・ 198を 除く皿類は、いずれも漬け掛けに

よつて施釉する。

201・ 202は 、口縁部カント反し、端部力羽巴厚する縁帯をもつ。残存部については、全面に施

釉が認められる。203。 204は、ハ字状に開く高台を付け、胴下部外面が回転ヘラ削り調整で

ある。

山茶碗200は 、底部が回転糸切 りで、高台を比較的丁寧に付けているが重ねによって潰れ、

接地部には籾がら圧痕力Sの こる。

灰釉陶器の時期については、碗・皿類の多くが折戸53号窯式 (10世紀前半)に位置づけら

れるが、皿190及び長顎瓶については若干古 く、黒笹90号窯式 (9世紀後半)ま で胡る可能

性がある (1994齊藤)。

山茶碗別0の時期については、常滑窯編年の3型式期頃 (12世紀後半～13世紀前半頃)(中

野1994)に位置づけられよう。

8 包含層出土石製品・土製品・鉄製品 。骨角製品 (第23・ 2/4図 207～ 209,211～ 244、 第6表 )

石製品 包含層から出上した石製品としては、砥石 (第23図207)・ 用途不明石器 (第23

図208。 211)がある。207の石材は、砂質疑灰岩で、使用面に線状の使用痕がある。208の 石

材は、黒色片岩で、三角形状に形作られているが、用途等は不明である。211の石材は、ホ

ルンフェルスで、図上の下～右側縁に刀部様の加工が施されており、上側縁を丸く磨いてい

る。時期・用途等は不明であるが、土師器甕 (第21図127)な どと同一の層で出上している。

土製品 包含層から出上した土製品としては、輔 (ふいご)の羽口 (第23図 209)・ 土錘

(第24図 212～ 240)がある。209は、窄まる方が火熱を強く受けており、孔径は2.2cmである。

土錘は、径 3 cm前後の大型のもの (212～ 215)、 径 2 cm前後の中型のもの (220～ 240)、 径 1

cln前後の小型のもの (216～219)がある。土錘は、大 。中・小にかかわらず、知多式製塩土

器 3・ 4類が出上している層 (製塩土器廃棄層)か ら出土しているものが多い。

なお、土錘の法量については第 6表に記す。

鉄製品 包含層から出上した鉄製品としては、釣針 (第馳図241)・ 刀子 (第馳図242)が

ある。241は 、径 5 mnで 、一方が曲がる形状から釣針と思われる。242は、刀子の柄部分と思

われ、知多式製塩土器 3類のみが出土する層から出土している。

骨角製品 包含層から出土した骨角製品としては、缶様に加工したもの (第24図 243)、 鹿

の角座の中央に孔を穿つもの (第孵図2/44)があるが、いずれも用途は不明である。
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第二節 上浜田遺跡における獣骨類の調査報告

堀木 真美子

上浜田遺跡からは、魚類・爬虫類・鳥類・ほ乳類などの骨が遺構検出中に出土し採取された。

骨の保存状態はおおむね良好であるが、破損を受けているものが多い。出上した時期は古墳

時代～中世にかけてである。このころ当遺跡では、製塩土器による製塩が盛んに行われてい

た時期であり、多 くの動物遺体はこれら製塩土器の破片とともに出土している。

魚 類 クロダイ属の前上顎骨や歯骨、マダイの上後頭骨・主上顎骨・鰭棘骨、フグ亜目の

前上顎骨・歯骨などが出上している。また、コイ科の右咽頭骨も出土している。

鳥 類 ガンカモ科の肩甲骨や上腕骨などが出土している。 1点カラスとおもわれる大腿骨

が出上している。

爬虫類 ヌマガメ科の背甲・腹甲が出上している。サンプル番号 1は、背甲と腹甲がほぼそ

ろっている。

ほ乳類 同定できた資料の中ではウマがもっとも多くl15点を数える。続いてシカ35点、ヒ

ト22点 となる。イヌによる噛み跡がみられるものは少ない。

ヒトはF2区から下肢骨がまとまって出土している。これらのうち指骨では骨端

部分の癒合が完了しておらず、若い個体と思われる。

ネズミは、クマネズミ大と思われる大きさの左下顎骨や大腿骨・歴骨などが出土

している。

ウマは、保存状態がほぼ良好で、F3区から出上したものは同一個体のものと思

われる。各部位の測定値は、中手骨で最大長19。 25cm,19.72cm、 中足骨で最大長

20。 58cmと なる。これらの値より体高は103～ 120calと 推定される。これは、小型馬

の トカラ馬の108～ 121clllに近く、小型馬が存在 していたものと推定される。また骨

端の癒合が完了していない若い個体もみられた。

ウシは 6点 しか得られていない。中手骨の最大長19。 49cmは 、在来和牛の口之島

ウシのオス 4條平均18.95± 0.33cm・ メス15体平均19.05± 0。 48cm、 見島ウシのメス

2体平均19,22cmよ り大きく、オス 2徳平均19.91cmよ りも小さい。この値から推定

される体高は120cmと なり、小型のものとなる。

シカは中手骨や角が多く出土している。角は大半が切断の痕跡を持つ。

他に、イヌがF2区より、イノシンがH12区 よりまとまって出土している。Cl
oC2区からはクジラ類の椎骨も出土している。

以上、上浜田遺跡から出土した主な動物遺体についての同定を行った。今回の試料は、遺

構検出などに伴つて出土したものであるため、定量的な取 り扱いはできなかった。しかし今

後、ブロックサンプル等による詳細な分析が行われることにより、当時の漁猟や家畜等を推

定するうえで重要な試料となりうるであろう。

なお、魚類および′鳥類の同定は、奈良国立文化財研究所の松井章氏所蔵の骨格標本を借用

させていただいた。記して感謝の意を表します。

<参考文献>
西中川駿・松本光春 (1991)遺跡出土骨同定のための基礎的研究.平成 2年度文部省科学研

究費補助金研究成果報告書.164-188.
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第 2表 獣骨類種名表

脊椎 動物 門 VERTEBRATA

硬骨魚網 OЫコαTrnS
コ イ 科 Cypinidae

タ イ 科  Sparidae

マ ダ イ Paws ma」 i19r

クロダイ属 AcantrIoPaws

フ グ 亜 目 Tetraodontoidei

科 不 明 Famoindet

爬 虫 網 REPrILIA

ヌマガメ科 Emydidae

鳥  網 AVES
ガンカモ科 Anatidae

科 不 明 Famoindet

ほ 乳 網 MAMMALIA

ヒ ト 科 Hominidae

ヒ   ト rOmO sapliens sttPfens

ネ ズ ミ科 Muttdae

イ ヌ 科 Canidae

イ    ヌ C�sttwJと留た

ウ マ 科 Equidae

ウ   マ Eqvws cabarws

イノシン科 Suidae

イ ノ ン シ Sus“oms 2PPo4

シ カ 科 Cervidae

シ   カ G餌町s mPP"

ウ シ 科 Bobidae

ウ    シ B∝ ravrvs

イ アレカ 科 Delph� dae

科 不 明 Famoind鋭
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第 3表 獣骨類計測一覧
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第Ⅲ章 ま と め

1 知多式製塩土器 0(ゼロ)類の設定

知多半島を中心として分布するこの地方独自の形態である筒型の脚台を付ける知多式製塩

土器 1類の発生と展開については、現在のところ次のようにとらえられている (立松1994)。

知多半島の上器製塩は、大阪湾南部・紀伊周辺から備讃瀬戸にかけて広がる先進土器製塩

地域からの影響下に成立し、独自の製塩土器形態を作 り出していった。当地方において先の

地域からの影響下にある製塩土器としては、脚台Ⅱ式 (広瀬1994)に類似する松崎類、脚台

Ⅲ式に類似する塚森類がある。先の地域では、 5世紀末を中心とした時期に、脚台Ⅲ式のよ

うな脚台をもつものから丸底の上器へと変化する力S、 知多では6世紀前半を中心とした時期

に独自の製塩土器が作り出される。それが、知多式製塩土器 1類 として区分する筒型の脚台

を付けるものである。その後、筒型からさらに砂に差し込みやすい棒状脚へと変化していく。

ここでは 1類 を問題とするが、 1類は脚台下端部の調整や法量の違いによってA・ BoC
に細区分され、 lA類→ lB類→ lC類への大型化の変遷が認め

られる。時期は、 lA類が 5世紀末葉～6世紀前葉、 lB類が 6

世紀中葉～7世紀前葉、lC類が 7世紀前半代に比定されている。

それぞれの器形についてみると (福岡1991)、 lA類は、口径

ll.9cm・ 深さ8。 6calほ どの深鉢形の器体に、脚径力認.3cm～ 3.lcm

ほどで、底径力認.7cln～ 3.7cmほ どの脚台の下端が平坦に作り出さ

れた筒型脚台が付 く。この脚台は脚高に5.7clnほ ど (lAl類 )

と7.lcmほ ど (lA2類)を中心値とする高低二種類のまとまり

がある。 lB類は、口径14.4cm・ 深さ10,8cmほ どの深鉢形の器体

に、脚径力認.6cm～3.5cmほ ど、底径力謝.6cm～4.5cmほ ど、脚高が

7.lcm～ 8 cmほ どの、脚台の下端が平坦に作 り出された筒型脚台

が付 く。 lC類は、口径17.lcm・ 深さ10.7cmほ どの深鉢形の器体

に、脚径力認.9clll～ 3.5cmほ ど、脚高力湘。9cm～ 9。 4cmほ どの、脚台の

上方にふくらみをもつ筒型脚台が付く。脚下端は、前者と異なり

平坦に作らず、指でつまんで先尖りになるように作り出している。

知多式製塩土器は、総体として脚台を砂に差し込んで立たせる方

向に進んでおり、 lC類に至って脚先端を尖らせ始めており、筒

型のままで砂に差し込みやすくする指向が顕著になっている。一

方、 2類のように筒型脚台の下端を閉じ合わせて先尖りにしたも

の (先端のみを開じており、脚台のなかは空洞となっている)も

併行して作られていたようであるが、出土数はごくわずかであり、

筒型脚台が主流となつている。やがて、7世紀前半代に角型の棒状

脚台に変化し、それまで別々の変化をたどってきた尾張と三河が

同一の↓莞術圏となっていく。

さて、今回の調査で調査区 2の遺物集中部から出土した第25図

郎
｀
図

Υ

団

・
[属F｀Υl凧類

lA2類

lB類

第10図 知多式製塩土器
1類の編年

0          109m
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14～ 16の脚台を引き伸ばし

て筒型に作り出す一群は、第

15～ 17図 35～80に掲げる遺

物と伴出しており、 5世紀の

後半に位置付けられ、古い時

期のものである。 lA類使用

の一端も同じく須恵器編年の

東山ll号窯式期にあるとみら

れ、それのみで新旧を特定で

きない。しかし、形態を比較

すると、上浜田の土器自体の

大きさは、脚高力M.3clll～ 5

Cm、 脚径力乾。5cal～ 2.8cm、 底

径力望.5cln～ 4.7clxlで、知多式

lA類 と比較すると、脚径は

ほぼ同じであるが、脚高はお

よそ l clxl低 くて、底径がおよ

そ l cm広い。底径が広 く下端

を平坦に作り出すのは、土器

自体をそのままの状態で立た

せて安定させる指向が強いこ

とを示している。知多半島で

は、これらの上器に先行する

ものとして塚森類があり、こ

れは土器自体を直立させて使

用されている。塚森類から 1

A類に至る直接的な変化を明

確にすることはできないが、

知多式は全 く独自に派生した

松崎類 (松崎遺跡出土)塚森類 (ト ドメキ遺跡出土)知多式 0類 (上浜日遺跡出土)

第11図  5世紀の製塩遺跡 と製塩上器

のではなく塚森類の脚台を祖形として、それが長大化したものとみる変遷過程も推測される。

上浜田から出土した資料は、その形態変化の中に位置付けられるのであり、知多式 1類に先

行する「知多式 0(ゼロ)類」として設定する。

2 知多式上器製塩の展開

大阪湾南部・紀伊周辺から備讃瀬戸にかけて広がる先進土器製塩地域からの影響下に成立

した知多半島の土器製塩は、5世紀の後半のうちには独自の製塩土器を作り出して展開した。

古式の製塩土器である塚森類は伊勢湾奥の、いわゆるあゆち潟の南岸域でのみ見つかってい

る。その地域は、尾張南部で最も古い4世紀末ころに編年される三角縁神獣鏡などを副葬し

た兜山古墳の築かれた丘陵東下の、伊勢湾に面する狭小な海岸平地である。塚森類は、ここ

の トドメキ遺跡、塚森遺跡、長光寺遺跡、妙法寺遺跡から見つかっている。上浜田遣跡はそ
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の約 3 km南 に位置するが、先

の地域との間には、平地がな

く、知多丘陵の支丘が海岸ま

で迫 り出して崖 となつてい

る。この伊勢湾奥の地域で、

土器製塩がわずかに行われ

(第■図参照)、 やがて、知多

式 0類の試行を経て lA類が

成立すると、知多式 1類の時

期に瞬く間に知多半島全域か

ら東海岸の知多湾周辺地域に

まで上器製塩が展開する様相

を示す (第 12図参照)。 詳細

には、知多式 lA類 自合の展

開の確証が必要であるが、大

勢としては、前述のような動

きが認められる。

知多式製塩土器が作られた

地域としては、古式の製塩土

器や知多式 0類があって、さ

らに知多式 1類がまとまって

出土する松崎・上浜田の地域

がもっとも有力である。そし

て、知多式 l類の製塩土器は、

徐々に伝播していつたのでは

なく、ある指針の下に一気に

展開したとみられ、知多半島

先端の狭小な砂浜においても
第12図  6世紀の製塩遺跡と製塩土器

行われている。

松崎 。上浜田の地域も含むあゆち潟をめぐる名古屋台地周辺部では、 5世紀になると須恵

器の生産を始め、笠寺台地、瑞穂台地、熱田台地での盛んな古墳造営 (犬塚1998)な ど、活

発な動きをみせ始める (木村1997)。 やがて、熟田台地には、全長150mの大型前方後円墳で

ある断夫山古墳が築かれる。この古墳は、5世紀末から6世紀頃に築かれており、被葬者を、

継体天皇の妃である目子媛の父、尾張連草香だとする考えがある (赤塚1989)。 こうした勢

力をもった当地方最大の豪族であった尾張氏は、伊勢湾に面する名古屋台地周辺部を本拠地

として漁業と海上交通を支配していた (新井1998)。 知多における土器製塩の展開もその動

きの中に掌握されていたと考えられる。

知多式 1類 (松崎遺跡出土)
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第13図 かまど内出土遺物 (1/4)
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第14図 かまど周辺出土遺物 (1/4)
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第15図
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|

土坑出土遺物 (1/4)

第16図 調査区 2遺物集中部出土須恵器 (1/4)
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第17図 調査区2遺物集中部出土土師器① (1/4)
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第18図 調査区2遺物集中部出土土師器② (1/4)
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第20図 包含層出土土師器① (1/4)
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第21図 包含層出土土師器② (1/4)
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第22図 包含層出土土師器③ (1/4)
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第 5表 土器等観察表

図 番 号 出 土 区 器  種

法 量 (cm)

色  調 備 考器 高 口径 底 径

13図 ―ユ かまど内 土師器 奏 橙 色 胴下部被熟・器表面剥離

2 かまど内 土師器 平 底 養 23.7 淡褐色 胴中部以下被熱・器表面剥離

3 かまど内 須恵器 甑 30。 2 灰黄色 胴中部沈線 1条

4 かまど内 土師器 平 底 甕 21,0 19,0 明赤褐色 胴中部被熱、胎土に小礫含む

6 かまど内 土師器 養 淡褐色 胎土に砂粒含む

7 かまど内 須恵器 杯  身 灰白色

14図 -8 かまど周辺 須恵器 杯  蓋 黒色

9 かまど周辺 須恵器 杯  蓋 暗青灰色

かまど周辺 須恵器 杯  蓋 灰掲色

11 かまど周辺 須恵器 杯  蓋 青灰色

かまど周辺 須恵器 杯   身 黒 色 外面厚く自然釉

かまど周辺 須恵器 杯  身 灰 色 薄手

かまど周辺 須恵器 郭  身 青灰色

かまど周辺 須恵器 郭  身 青灰色 薄手

かまど周辺 須恵器 高  杯 青灰色 口縁ひずみ、外面黒色自然釉

かまど周辺 須恵器 甑 30。 4 白色 軟質、胴中部沈線 1条

かまど周辺 須恵器 甑 30.0 青灰色 胴中部沈線 1条

かまど周辺 須恵器 甑 灰白色 胴中部沈線 1条

かまど周辺 土師器 甕 赤褐色

かまど周辺 土師器 台 付 茎 明褐色 胎土砂粒多

かまど周辺 土師器 郭 赤褐色

かまど周辺 土師器 杯 赤褐色

かまど周辺 土師器 郭 14,4 明褐色

かまど周辺 土師器 小 型 壺 明褐色

かまど周辺 土師器 小 型 壺 淡褐色 外面スス付着

15図 -27 土 坑 内 土師器 台 付 茎 29.6 暗赤褐色 胴上部器表面剥離

土 坑 内 土師器 S字 養 明褐色

土 坑 内 土師器 S字 甕 明褐色

土 坑 内 土師器 S字 養 暗灰褐色

土 坑 内 土師器 S字 葵 明褐色

土 坑 内 土師器 S字 斐 明灰褐色

土 坑 内 土師器 高  杯 12.2 明褐色

土 坑 内 土師器 士電 4,3 黒褐色

16図 -35 H―■区 須恵器 郭  蓋 暗灰色 調査区 2集中

H―■区 須恵器 イ  身 灰黒色 調査区2集中

H一 H区 須恵器 不   身 灰色 調査区2集中

H-11区 須恵器 有蓋高郭 灰黒色 調査区 2集中

H― ■区 須恵器 有蓋高郭 灰褐色 調査区 2集中

G-11区 須恵器 有蓋高郭 灰色 調査区 2集中

H-12区 須恵器 大  箋 灰 色 調査区2集中、外面格子日「き

17図 -42 G― ■区 土師器 宇田型甕 %。 3 橙 色 外面黒斑

H― ■区 土師器 宇田型整 33.0 明黄褐色 調査区 2集中

H-10区 土師器 宇田型甕 黄褐色 調査区2集中、胴下部スス付着、胎土長石含む

H― ■区 土師器 平 底 窒 22.5 暗褐色 調査区2集中、硬質、外面全体スス付着

G-11区 土師器 宇田型甕 明掲色 調査区 2集中、外面全体スス付着

H-10区 土師器 養 明褐色 調査区 2集中、日縁付近スス付着

H一 区 土師器 宇田型菱 明褐色 調査区2集中、胎土砂粒含む

G― 区 土師器 菱 褐色 調査区2集中、外面スス付着

G一 区 土師器 台 付 甕 7.9 淡黄褐色 調査区 2集中

G― 区 土師器 台 付 甕 暗褐色 調査区 2集中

H-10区 上師器 台 付 甕 掲色 調査区2集中

53 H― ■区 土師器 平 底 甕 21.3 12.2 暗赤褐色 調査区2集中、外面全体スス付着、胴下部被熟

開 H-10区 土師器 甕 灰褐色 調査区 2集中

18図 -55 G― ■区 土師器 高   杯 赤掲色 調査区 2集中

56 G― ■区 土師器 高  郭 8.3 赤褐色 調査区 2集中

H-10区 土師器 高  郭 20.6 明赤褐色 調査区 2集中
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図 番 号 出 土 区 器  種

法量 (ctl)

色 調 備 考器 高 口径 底 径

18図 -58 G― ■区 土師器 高  杯 17.0 赤褐色 調査区2集中、胎土砂粒含む

59 G― ■区 土師器 高  杯 16.0 明褐色 調査区2集中

60 H― ■区 土師器 高  杯 暗赤褐色 調査区2集中

H― ■区 土師器 高  杯 褐色 調査区2集中

62 I― ■区 土師器 高   杯 明褐色 調査区2集中、内面摩耗

63 H-10区 土師器 高  杯 21.5 明赤褐色 調査区 2集中

64 G― ■区 土師器 高  杯 褐色 調査区2集中

―■区 土師器 高  杯 14.7 10.0 明掲色 調査区2集中

―■区 土師器 高  郭 8.8 赤褐色 調査区2集中

―■区 土師器 高  郭 赤褐色 調査区2集中

-10区 土師器 高  郭 赤褐色 調査区 2集中

H-10区 土師器 高  杯 赤褐色 調査区2集中

70 H― ■区 土師器 士霊 11.7 10。 8 明褐色 調査区2集中

H― ■区 土師器 壷 9。 4 明褐色 調査区2集中

72 I― ■区 土師器 /1ヽ型壺 ? 10.8 灰黄褐色 調査区2集中

73 H―■区 土師器 小 型 壷 8.0 明赤褐色 調査区2集中

74 正一■区 土師器 /Jヽ 型よ彊置? 明褐色 調査区2集中

正-10区 土師器 小 型 壺 5,8 黄褐色 調査区2集中

76 G一 n区 土師器 小 型 壺 暗赤褐色 調査区2集中

I-10区 土師器 小 型 壺 5。 2 赤褐色 調査区 2集中、黒斑

78 H― ■区 土師器 小 型 壷 5.8 2.0 黒色 調査区2集中、日縁受口状

79 I― ■区 土師器 小 型 壼 黄褐色 調査区2集中

80 H― ■区 土師器 杯 12.4 赤褐色 調査区 2集中

19図 -81 C-1区 須恵器 杯  蓋 灰褐色 C-1区 集中、軟質

C-1区 須恵器 杯  蓋 11.6 白色 C-1区集中、軟質

83 C-1区 須恵器 杯  蓋 灰色 C-1区集中

84 C-1区 須恵器 有蓋高杯 黒色 C-1区 集中、 3方向に方形孔

C-1区 須恵器 杯  身 10,0 灰褐色 C-1区 集中

C-1区 須恵器 郭   身 灰褐色 C-1区集中、軟質

C-1区 須恵器 ネ   身 10。 4 灰色 C-1区集中、軟質

C-1区 須恵器 郭   身 10.0 暗灰色 C-1区集中、外面黒色自然釉

89 G-2区 須恵器 郭  蓋 12.2 白灰色

90 F-3区 須恵器 高 杯 蓋 11.6 灰 色

I-12区 須恵器 杯  蓋 4.0 14.6 青灰色

ツ G-3区 須恵器 杯  蓋 3.4 10.8 灰色

93 G-3区 須恵器 杯  蓋 灰白色 口縁部に2条の波状文

94 F-2区 須恵器 杯  身 4.9 10.4 暗灰色

F-1区 須恵器 杯   身 褐色

F-2区 須恵器 郭   身 5,3 5,2 暗灰色

H-3区 須恵器 イ  身 白黄色

A-3区 須恵器 杯  身 黒色

F-1区 須恵器 杯  身 10.0 青灰色

1(XD F-2区 須恵器 杯  身 4.4 白色

F-1区 須恵器 杯  身 黒色

102 G-3区 須恵器 郭  身 10,3 灰 色

103 -3区 須恵器 郭  身 灰褐色

104 G-3区 須恵器 郭   身 4。 1 暗灰色 体部に沈線1条

B-1区 須恵器 無台杯身 暗灰色

106 F-2区 須恵器 有台然身 11.0 褐色

F-2区 須恵器 有台郭身 灰褐色

108 B-1区 須恵器 無台杯身 13.6 灰白色

G-3区 須恵器 鉢 5。 5 14.6 暗青灰色

I-5区 須恵器 高  郭 灰 色 波状文 1条

G-3区 須恵器 高  杯 17.2 暗灰色 脚上部に対で貫通しない長方形の孔

C-1区 須恵器 高  杯 暗青灰色 内面あめ色自然釉

G-3区 須恵器 高  杯 灰 色 脚中部に沈線 2条
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図 番 号 出 土 区 器  種

法量 (cm)

色  調 備 考器 高 口径 底 径

19図 -114 G-3区 須恵器 高  郭 暗青灰色 脚部4方向に縦長孔

C-1区 須恵器 甑 青灰色 体部に沈線 2条

E-2区 須恵器 一空 13.4 青灰色 胴部櫛状工具 による横線

F-1区 須恵器 醒 青灰色 口唇部波状文

G-3区 須恵器 臨 灰 色 胴中部波状文

20図―■9 H-4区 土師器 台 付 甕 31.0 18.4 赤掲色 口唇・胴部外面スス付着

G-4区 土師器 台 付 甕 31.8 掲色

G-3区 土師器 台 付 甕 26.0 暗褐色 口唇・胴部外面スス付着、被熱による剥離

G-4区 土師器 台 付 養 黒褐色

C-1区 土師器 宇田型養 褐色 胴下半部黒色変化

I-5区 土師器 宇田型葵 黄褐色 胎土に石英含

125 C-1区 土師器 宇田型養 黄褐色

E-2区 土師器 台 付 甕 17.2 黄白色 胴上部沈線 1条

21図 -127 G-3区 土師器 台 付 変 灰白色

K-5区 土師器 整 21.8 淡褐色

C-2区 土師器 台 付 葵 16.9 7.9 暗褐色 胴中～口縁外面スス付着

C-3区 土師器 台 付 甕 明褐色

E-1区 土師器 台 付 箋 淡褐色

K-5区 土師器 台 付 甕 淡赤褐色

F-1区 土師器 台 付 莞 黒褐色

G-4区 土師器 台 付 養 淡褐色

G-3区 土師器 台 付 甕 褐色

G-3区 土師器 台 付 奏 灰褐色

F一 二区 土師器 台 付 甕 黒褐色

G-2区 土師器 甕 22,3 14.8 黒褐色 胴中部被熱、器表面剥離

G-3区 土師器 甕 10.0 灰白色 外面スス付着

140 G-3区 土師器 甕 赤掲色 胴上～口唇外面スス付着

G-3区 土師器 菱 明褐色

F-1区 土師器 甕 赤褐色

G-3区 土師器 甕 明褐色

G-3区 土師器 襲 暗褐色

G-3区 土師器 甕 灰黄色

G-3区 土師器 奏 13.0 赤褐色

F-1区 土師器 甕 赤褐色

G-2区 土師器 葵 暗赤褐色 外面スス付着

K-5区 土師器 養 淡褐色 色調・作り、製塩土器様の特徴

1511 G-4区 土師器 甕 暗褐色 外面スス付着

I-2区 土師器 甑 ? 褐色

152 H-3区 土師器 甑 明褐色 底部中心 1・ 周辺 5孔

″図-153 G-3区 土師器 郭 暗褐色

154 G-4区 土師器 郭 淡褐色

G-3区 土師器 杯 12.0 明褐色

156 F-1区 土師器 高  郭 赤褐色

G-2区 土師器 高  杯 明褐色

158 G-3区 土師器 高  杯 赤褐色

159 G-2区 土師器 高  杯 11.2 明褐色

G-3区 土師器 高  杯 赤掲色

G-4区 土師器 高  郭 15.2 明褐色 硬 質

G-2区 土師器 高  郭 明褐色

163 G-3区 土師器 高  郭 明掲色

G-2区 土師器 高  郭 10.2 明掲色

G-4区 土師器 高  郭 明褐色

」-5区 土師器 高  郭 明黄褐色

G-3区 土師器 高  郭 赤褐色

G-3区 土師器 高  杯 褐色

F-3区 土師器 高  郭 暗赤褐色
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図 香 号 出 土 区 器  種

法量 (ctl)

色 調 備 考器高 口径 底径

170 I-4区 土師器 高  杯 明褐色

G-2区 土師器 霊 21.0 赤掲色

172 F-1区 土師器 小 型 壷 7.2 5.0 明褐色

173 G-2区 土師器 小 型 壺 明褐色

174 H-3区 土師器 小 型 壺 明褐色

C-1区 土師器 小 型 壺 11.0 明褐色

176 G-4区 土師器 対 ? 15。 2 茶褐色

I-5区 土師器 壷 明褐灰色

178 G-2区 土師器 壺 褐 色 雲母混入、底部木葉痕

179 G-3区 土師器 士霊 赤褐色

23図 -180 -4区 灰 釉 碗 17.0 10.0 白色 つ けが t)

-5区 灰  釉 碗 白色 つけがt,

182 I-3区 灰  釉 碗 灰白色 つ

')が
t)

183 -4区 灰  釉 碗 灰白色 つ t)がけ

184 I― ■区 灰  釉 碗 灰白色

185 L-3区 灰 釉 碗 白色

186 I―■区 灰 釉 碗 灰白色 つt)が
')?B-3区 灰 釉 碗 灰黄色

188 G-3区 灰 釉 碗 白色

189 K-5区 緑 釉 段  皿

190 I一 H区 灰  釉 皿 6.2 灰自色 刷毛塗

I― H区 灰  釉 段  皿 2.2 15.0 灰 白色 つt)がけ ?

I-3区 灰  釉 段  皿 15.0 灰 白色 つ t)が
')

193 J-5区 灰  釉 皿 2.8 13.8 7.2 白色 つけが
')

194 K-5区 灰  釉 皿 14.8 灰 白色 発色せず

K-5区 灰 釉 皿 14.0 7.2 灰白色 つ t)が 1)

-4区 灰  釉 皿 13.2 灰白色 つ ↓)が I)

-5区 灰  釉 皿 白色 つけがけ

198 -2区 灰  釉 皿 灰白色

199 -2区 灰  釉 皿 白色 つけが|ナ

200 H-2区 山茶碗 碗 灰 色 高台部 に籾が ら圧痕

K-5区 灰  釉 長 頸 瓶 12.0 灰白色

202 K-5区 灰  釉 長 顎 瓶 11.0 白色

203 G-3区 灰  釉 瓶 10.8 灰 色

204 G-2区 灰  釉 瓶 12.0 灰 色

K-5区 須恵器 大  甕 38.4 灰白色

2“ K-5区 須恵器 大  整 34.8 暗灰色

-4区 中  世 土 師 皿 5。 5 暗灰褐色
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第 6表 土錘計測表 (単位 cm)

図 番 号 出土区 孔径 長さ(推定 ) 径 重さ(g) 備 考

24図 -212 F-2区 1。 3 9.5 3。 3 66。 9 知多式 4類伴出

213 GT2区 1.5 3.9 72.4 知多式 4類伴出

214 D-3区 ユ.4 5.1 3.3 41.7

215 F-2区 1.3 9.0 3,3 53.0 知多式 4類伴出

216 H―■区 0。 3 4.5 1.2 6。 1

217 B― l区 0。 4 5。 O 1.5 7.6

218 I-3区 0.4 5。 3 1.4 6.5

219 H一 ll区 0。 3 4.2 1.3 5,1 知多式 4類・灰釉伴出

220 K-5区 0。 9 5。 1 2.9 32.3 灰釉伴出

221 B-3区 0.5 6.0 2.3 23,9

222 K-5区 0,5 6.8 2.2 30.6

223 K-3区 0。 7 6.0 2。 3 23.6

224 L-3区 0,8 6.0 2.5 21.0

225 L-4区 0。 8 5.9 2.5 22.7

226 L-5区 0。 9 5.9 2.9 36.7 灰釉伴出

227 H― ll区 0。 7 5。 3 2.6 23.9

228 J-4区 0。 9 4.5 2.5 21.5

229 J-3区 0,7 7.4 2,0 21.3

230 I-5区 0.7 5.7 2.5 27.0

231 H― ll区 0。 7 5.7 2.8 28.8 灰釉伴出

232 K-5区 0。 7 6.0 2.2 21.0

233 I-3区 0,7 6.0 2.1 18,6

234 L-3区 0.8 5,7 2.2 13.5

235 I― ■区 0.6 5。 9 2.4 22.4 知多式 4類伴出

236 K-5区 0.8 6。 4 3.1 42.8 灰釉伴出

237 F-2区 0。 4 6.5 2.4 23.7 知多式 4類伴出

238 H―■区 0。 7 6.0 2.5 24.1 知多式 4類伴出

239 K-5区 0,7 5.2 2.5 25,0 灰釉伴出

240 I-11区 0,7 6.2 2.3 14.8
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第 7表 製塩土器等観察表

図番号 分 類 底 径 脚 高 脚 径 日 径 色 調 出  土  区 備 考

1 松崎類 1.6 2.2 暗赤褐色 H2褐 色砂層

2 松崎類 1.8 2.2 暗赤褐色 H3責 褐色砂層

松崎類 3,7 l 3.1 赤褐色 Fl黒色砂層

4 松崎類 3,7 1 3 赤褐色 F/G2
松崎類 3.7 2.6 明褐色 H2褐色砂層

松崎類 1 2.6 赤褐色 H3黒色砂層

7 松崎類 4.4 0,7 3.2 褐色 111黄色砂層

8 松崎類 5 1,9 2.4 褐 色 G3褐色砂層

松崎類 4.ユ 1,7 2.3 褐色 H ll黒―黒褐色砂層

10 松崎類 4.8 3 2.8 茶褐色 Fl混貝黒褐色砂層

疑似松崎類 2.7 2,7 黒褐色 G3
12 知多式 0類祖形 4,3 4.4 2.7 赤褐色 G2/3

知多式 0類祖形 3.4 褐色 D2責色砂層

14 知多式 0類 4.5 4,3 2.6 淡灰褐色 G ll混貝黒褐色砂層

知多式 0類 2.8 橙色 G ll混貝黒褐色砂層

知多式 0類 4.7 2.5 淡橙色 G ll混貝黒褐色砂層

知多式 lA2類 6.5 2.9 明褐色 G3
知多式 lA2類 7.1 2.8 明褐色 G3黒褐色砂層

知多式 lA2類 6,9 3.2 明褐色 G2黒色砂層

20 知多式 lA2類 6。 9 明褐色 G3黒色砂層

21 知多式 lA2類 4 7 3 明褐色 G3黒色砂層

22 知多式 lA2類 明褐色 El貝層
０
と 知多式 lA類 2.5 明褐色 D2責 色砂層

24 知多式 lA類 2.4 示 楊 角 H3黒褐色砂層

25 知多式 lA2類 2.7 4B色 F2茶 色砂層

26 知多式 lA2類 7.3 2.5 明褐色 H3黄褐色砂層

27 知多式 lA2類 7.9 2.6 明褐色 A2地山直上

28 知多式 lB類 7.5 2.8 白橙色 G3
知多式 lB類 7.5 2.7 褐 色 G3茶褐色砂層

知多式 lB類 7.9 2.6 淡褐色 G2黒褐色砂層

知多式 lB類 4.2 2.9 明褐色 H3褐色砂層

知多式 lC類 7.8 2.6 明褐色 G3茶褐色砂層

知多式 1類 14 明褐色 F2かまど内

知多式 lB類 2.9 明赤褐色 F2かまど内

知多式 2A類 2.6 褐 色 Cl責色砂層

知多式 2C類 8.7 2.6 明褐色 D3黒褐色砂層

知多式 3A類 10.3 3.1 明褐色 Al茶褐色砂層

知多式 3A類 3.2 橙色 G10混貝黒褐色砂層

知多式 3A類 灰赤色 Cl黄褐色砂層

40 知多式 3A類 褐色 G3
41 知多式 3B類 明褐色 E33類暗茶褐色砂層 口縁部

知多式 3B類 明褐色 E2暗 茶褐色砂層 日縁 部

43 知多式 3B類 2.4 明褐色 E2暗 茶褐色砂層

知多式 3B類 2.3 明褐色 E33類暗茶褐色砂層

知多式 3B類 8,7 1.9 明褐色 E2暗茶褐色砂層

知多式 3B類 8。 9 明褐色 E2暗茶褐色砂層
知 多式 3B類 9.1 2.2 明褐色 E2暗茶褐色砂層

知多式 3B類 7.8 2.4 明褐色 E2暗茶褐色砂層

知多式 3B類 2.6 明褐色 E2褐色砂層

50 知多式 3B類 8.4 2.7 灰褐色 E33類暗茶褐色砂層

知多式 3B類 2.4 明褐色 E2暗茶褐色砂層

52 知多式 3B類 2.4 橙色 E33類暗茶褐色砂層

知多式 3B類 9.2 2.5 黒褐色 E2暗 茶褐色砂層

54 知多式 3B類 8.8 2.2 橙 色 E33類暗茶褐色砂層

知多式 3B類 9.2 2.ユ 明褐色 E2暗茶褐色砂層

知多式 3B類 2 赤褐色 E2褐色砂層
知多式 3B類 1.9 明褐色 E2褐色砂層
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図番号 分 類 底 径 脚 高 脚 径 口 径 色 調 出  土  区 備 考

58 知多式 3B類 9.4 1.9 明褐色 E33類暗茶褐色砂層

59 知多式 3B類 9。 3 1.9 明褐色 E33類暗茶褐色砂層

60 知多式 3B類 10 2.2 明褐色 E2暗 茶褐色砂層

61 知多式 3B類 10.5 2.5 明褐色 E2暗 茶褐色砂層

62 知多式 3B類 明褐色 D23類灰層 日縁都

63 知多式 3B類 明褐色 D23類灰層 口縁都

64 知多式 3B類 灰赤色 D23類灰層 杯都

65 知多式 3B類 明褐色 D23類灰層 口縁都

66 知多式 3B類 8.6 2.3 暗赤褐色 D23類灰層

67 知多式 3B類 9 1.9 明褐色 D23類灰層

68 知多式 3B類 8.9 2 明褐色 D23類灰層

69 知多式 3B類 8.8 2 暗赤褐色 D23類灰層

70 知多式 3B類 9。 4 2.1 褐色 D23類灰層

71 知多式 3B類 9.5 2.1 褐色 D2黒砂層灰層

η 知多式 3B類 9.5 2.3 灰褐色 D2黒砂層灰層

73 知多式 3B類 9.8 2.1 褐色 D2黒 砂層灰層

74 知多式 3B類 9。 3 2 明褐色 D23類灰層

75 知多式 3B類 9,9 2.3 灰色 D23類灰層

76 知多式 3B類 10。 8 2.2 明褐色 D23類灰層

77 知多式 3B類 明褐色 D13類黒色砂層 口縁部

78 知多式 3B類 黄褐色 D13類黒色砂層 口縁部

79 知多式 3B類 明褐色 B2黒褐色砂層 口縁部

80 知多式 3B類 8.2 1.9 明褐色 D13類黒色砂層

81 知多式 3B類 8.7 2.1 褐色 D13類黒色砂層

82 知多式 3B類 8。 7 2 灰褐色 D13類黒色砂層

83 知多式 3B類 9 2.1 灰褐色 D13類黒色砂層

84 知多式 3B類 9.4 2 明褐色 D13類黒色砂層

85 知多式 3B類 9.5 2.4 灰褐色 D13類黒色砂層

86 知多式 3B類 9。 6 2 黄白色 D13類黒色砂層

87 知多式 3B類 9.8 2.1 明褐色 D13類黒色砂層

88 知多式 3B類 9,8 2.2 明褐色 D13類黒色砂層

89 知多式 3B類 10,2 2.1 明褐色 D13類黒色砂層

90 知多式 3B類 10。 2 2.2 灰褐色 D13類黒色砂層

91 知多式 3B類 11.1 2.2 明褐色 D13類黒色砂層

92 知多式 3B類 8.5 2.2 明褐色 C3黒色砂層

93 知多式3B類 8.4 2.5 褐色 C3黒褐色砂層

94 知多式3B類 2.6 明褐色 C3黒褐色砂層

95 知多式 3B類 8.1 明褐色 C3黒褐色砂層

96 知多式 3B類 8。 2 2.2 明褐色 Bl黒色砂層(SD4
97 知多式 3B類 8.4 1.8 明褐色 Bl黒色砂層(SD4
98 知多式 3B類 8.3 明褐色 Bl黒色砂層(SD4
99 知多式3B類 8.9 2 明褐色 Bl黒色砂層(SD4
100 知多式 3B類 8,9 1,9 淡褐色 Bl黒色砂層(SD4
101 知多式 3B類 9.8 2.3 明褐色 Bl黒色砂層(SD4

102 知多式 3B類 9,8 2.2 明褐色 Bl黒色砂層(SD4
103 知多式 3B類 9,6 つ

と 明褐色 Bl黒色砂層(SD4
104 知多式 3B類 9,8 2.3 明褐色 Bl黒色砂層 SD4
105 知多式 3B類 9.5 2.2 褐色 Bl黒色砂層 SD4
106 知多式 3B類 9,7 2.4 明褐色 Bl黒色砂層(SD4

107 知多式 3B類 9.6 1.9 褐色 Bl黒色砂層(SD4

108 知多式 3B類 10。 7 2 明褐色 Bl黒色砂層(SD4

109 知多式 3B類 10。 2 1.9 明褐色 Bl黒色砂層 SD4
110 知多式 3B類 明褐色 B2黒色砂層 口縁都

知多式 3B類 明褐色 Bl黒色砂層(SD4) 口縁 部

112 知多式 3B類 明褐色 Bl黒色砂層(SD4) 口縁部

113 知多式 3B類 明褐色 Bl黒色砂層(SD4) 口縁部

知多式 3B類 黄褐色 G3褐色砂層 口縁部

知多式 3B類 明褐色 G2黒褐色砂層 口縁部
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116 知多式 3B類 8.4 2.5 明褐色 C5黒褐色砂層

117 知多式 3B類 9.5 2.5 明黄褐色 G3黒―黒褐色砂層

118 知 多式 3B類 9,3 2.2 明褐色 B2黒色砂層

119 知多式 3B類 9.2 1.8 未楊角 B2黒色砂層

120 知多式 3B類 10.5 1,9 明褐色 B2黒色砂層

121 知多式 3B類 10.5 2.1 褐色 Bl黒色砂層

122 知多式 3B類 7.2 1.9 明褐色 G3黒―黒褐色砂層

123 知多式 3B類 2 灰白色 G3黒―黒褐色砂層

1% 知多式 4類 黄白色 F2暗茶褐色砂層 口縁都

125 知多式 4類 明褐色 F2黒色砂層 回縁都

126 知多式 4類 明褐色 F2黒 色砂層 口縁都

127 知多式 4類 明褐色 F2黒 色砂層 口縁部

128 知多式 4類 明褐色 F2黒 色砂層 口縁部

129 知多式 4Al類 9.5 褐色 F2灰 褐色土層

130 知多式4Al類 9.3 2 灰褐色 F2灰 褐色土層

131 知多式 4Al類 9.5 1.9 褐色 F2灰 褐色土層

132 知多式 4Al類 9 1,7 灰褐色 F2灰 褐色土層

133 知多式4Al類 灰褐色 F2灰 褐色土層

134 知多式4A3類 7 明褐色 F2灰 褐色土層

135 知多式 4A3類 灰褐色 F2灰 褐色土層

136 知多式 4A3類 1.5 灰褐色 F2灰 褐色土層

137 知多式4Al類 8。 7 2 褐色 F2黒色砂層

138 知多式4Al類 8,6 1,8 赤褐色 F2黒 色砂層

139 知多式4A2類 8.2 1.8 灰褐色 F2黒色砂層

140 知多式 4A2類 1,7 明褐色 F2黒色砂層

141 知多式 4A2類 8.2 1.6 明褐色 F2黒色砂層

142 知多式 4A2類 つ
を 明褐色 F2黒色砂層

143 知多式 4A2類 1.6 赤褐色 F2黒色砂層

144 知多式 4A2類 7.6 明褐色 F2黒色砂層

145 知多式 4A2類 7.6 1.8 灰褐色 F2黒色砂層

146 知多式 4A3類 5。 8 明褐色 F2黒色砂層

147 知多式4A3類 6.4 1.4 掲色 F2黒色砂層

148 知多式4A2類 8。 1 2 明褐色 F2灰層

149 知多式 4類 8.5 1.7 褐色 F2灰層

150 知多式4A2類 8 1.8 褐 色 F2灰層

知多式 4A2類 8 黒褐色 F2灰層

152 知多式 4A2類 7.5 1.8 明褐色 F2灰層

153 知多式 4A2類 7.5 褐色 F2灰層

154 知多式 4A2類 8 1.6 褐色 F2灰層

知多式4A2類 1.6 褐色 F2灰 層

156 知多式4A2類 明褐色 F2灰層

157 知多式4A3類 1.7 褐色 F2灰層

158 知多式4A3類 1,4 褐色 F2灰 層

159 知多式4A2類 1.6 明褐色 El灰・炭黒色砂層

160 知多式 4A2類 8.4 1.6 明褐色 El灰・炭黒色砂層

161 知多式 4A2類 8.1 1.6 明褐色 El灰 。炭黒色砂層

162 知多式 4A2類 8,1 1.6 灰褐色 El灰・炭黒色砂層

163 知多式 4A2類 明褐色 E 1灰・炭黒色砂層

164 知多式4A2類 1.6 明褐色 El灰 。炭黒色砂層

165 知多式4A2類 7.8 1.7 明褐色 E 1灰・炭黒色砂層

166 知多式4A2類 1.6 明褐色 El灰 ・炭黒色砂層

167 知多式 4A2類 1.6 明褐色 El灰・炭黒色砂層

168 知多式4A2類 1.4 明褐色 El灰 。炭黒色砂層

169 知多式 4A2類 7 1.4 明褐色 El灰・炭黒色砂層

170 知多式 4類 褐色 B3黒褐色砂層 口縁部

知多式 4類 褐色 Al褐色砂層 口縁部

172 知多式 4類 明褐色 B2黒褐色砂層 口縁部

173 知多式 4類 明褐色 B3黒褐色砂層 口縁部
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174 知多式 4類 黄自色 B2黒褐色砂層 口縁部

175 知多式 4Al類 10.6 1.8 明褐色 Bl茶褐色砂層

176 知 身式 4Al類 10,3 1,9 赤褐色 Bl茶褐色砂層
177 知イ″式 4Al類 9,8 2.1 明褐色 B2黒褐色砂層

178 知イ″式 4Al類 10 2.3 明褐色 B2黒褐色砂層
179 知 レ式 4Al類 10,ユ 1.8 赤褐色 B2黒褐色砂層
180 知イレ式 4Al類 9。 4 1.6 赤褐色 Bl黒褐色砂層
181 知 ケ式 4Al類 9,5 1.6 赤褐色 B3黒褐色砂層
182 知 レ式 4Al類 9,4 1.8 明褐色 Bl茶褐色砂層
183 知 身式 4Al類 8.8 1.9 明褐色 Bl茶 褐色砂層

184 知 ″式 4Al類 8.4 1.6 明褐色 B2黒褐色砂層
185 知 多式 4Al類 8.8 明褐色 A3黒褐色砂層
186 知 矛式 4類 明褐色 Bl茶褐色砂層 口縁部

187 知
'式

4類 明褐色 B2茶褐色砂層 口縁部

188 知 夕式 4類 暗赤褐色 B2黒褐色砂層 口縁部

189 知

'式
4類 褐 色 Bl茶褐色砂層 口縁部

190 知多式 4類 tB色 Bl茶褐色砂層 口縁部

191 知多式 4類 明褐色 B2黒褐色砂層 不部

192 知多式 4類 明褐色 Al茶褐色砂層 杯部

193 知多式 4類 明褐色 B2茶褐色砂層 杯部

194 知多式 4A2類 7.6 1.9 赤褐色 Bl茶褐色砂層
195 知多式4A2類 7.1 1.7 黒褐色 B2黒 色砂層

196 知多式4A2類 7.8 1,7 黒褐色 B2黒褐色砂層
197 知多式 4A2類 7.4 1,7 灰褐色 Bl茶褐色砂層
198 知多式 4A2類 8,1 褐色 Bl茶褐色砂層
199 知多式 4A3類 6.7 赤褐色 Bl黒褐色砂層

200 知多式 4A3類 6.5 1.6 明褐色 Bl黒褐色砂層

201 知多式 4A3類 6.8 明褐色 Bl黒褐色砂層

202 知多式 4A3類 6.8 明褐色 B2茶褐色砂層

203 知多式 4B類 11.5 2.4 赤褐色 B2黒褐色砂層

204 知多式 4B類 2.2 明褐色 Al黒褐色砂層

205 棒状脚 白色 Bl
206 棒状脚 3.8 灰責色 BlブロックA黒褐
207 棒状脚 3.3 明褐色 BlブロックA黒褐

208 棒状脚 4.5 褐色 Al黒砂砂層
209 棒状脚 4.4 白色 BlブロックA黒褐

210 甕 ? 黒色 BlブロックA黒褐 口縁部

211 整 ? 黒色 BlブロックA黒褐 口縁部

212 菱 ? 灰黄色 BlプロックA黒褐 口縁部

213 菱 ? 灰黄色 BlブロックA黒褐 口縁部

214 菱 明褐色 BlブロックA黒褐 胴部

215 甕 明褐色 BlブロックA黒褐 胴部

216 甕 明褐色 BlブロックA黒褐 月同著【

217 甕 明褐色 BlブロックA黒褐 胴部

218 甕 明褐色 BlブロックA黒褐 胴部

茎 暗灰褐色 BlブロックA黒褐

220 甕 明褐色 BlプロックA黒褐 口縁部

221 変 暗灰褐色 BlブロックA黒褐 口縁部

222 奏 灰色 BlブロックA黒褐 底部

223 養 明褐色 BlブロックA黒褐 底部

224 甕 明褐色 BlブロックA黒褐 底部

225 菱 灰白色 BlブロックA黒褐 底部

226 甕 灰色 BlブロックA黒褐 底部

227 灰釉陶器碗 灰色 Blブ ロックA黒褐
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国 Ⅶ



図版 1

上浜田遺跡全景 (北西を望む)

土坑 (南西を望む)



図版 2

獣骨出土状態

黒斑検出状態 (上半は断面)



図版 3

かまど検出状態 (手前が焚口。北東を望む)

かまど側面 (左が焚口)



図版 4

かまど (手前が焚口 。奥が煙道)

かまど内出土土師器 (甕・左実測図番号 2・ 右 6)



図版 5

かまど内出土遺物 (左・土師器甕 4。 石製支脚 5)

調査区 2(遺物集中部 )



図版 6  調査区 2・ 遺物集中部出土土師器

台付甕42 台付甕43

台付甕50 高士不65



図版 7  調査区 2・ 遺物集中部出土遺物
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図版 8

調査区 2遺物集中部出上土師器 小型壺73・ 短頸壺70)

C-1区 須恵器集中部



図版 9  包含層出土遺物
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図版 10

知多式製塩土器 1類 (下段右端 1点は 2類 )



図版11  古式の製塩土器

知多式O類

左 1点松崎類 。その他特殊晶

松崎類



図版12  製塩上器 3類・ 4類lTh部

上段 3点=3類 。下段 4点=4類

同上内面調整



図版13  製塩上器脚台

‰
韻
鷺

4類



図版 14

清郷型様甕 (上段=口縁部 。中段=胴部 。下段=底部)

棒状脚土製品 (右端は土棒状 )



図版 15

―
|―  |―  |

― ||  ∵

土鍾

貝類 (上段左 2点 イタボガキ→ハマグ リ→オキシジ ミ、 その下段ヤマ トシジ ミ→ カガ ミガイ→

サルボウ、 その下段マテガイ→ シオフキ→アサ リ、下段左 2点アカニシ→ ツメタガイ→イボウ ミニナ

→ ウ ミニナ→オオノガイ上下 2点 )



図版 16

1.左下顎骨 (116)′ 2.環椎 (88)′ 3.頚椎 (89),4.頚 椎 (87)′ 5。 胸椎 (36)

ウマ :6.右中手骨 (75),7.左中手骨 (77),8.左 中手骨 (73)

9.基節骨 (49),10.中節骨 (46),11.末節骨 (85)



図版 17

ヒト:12.右下顎骨 (4)′ 13.左側頭骨 (2),14.手指骨 (14),15.膝蓋骨 (18)

16.足指骨 (22)′ 17.右尺骨 (13),18.右脇

'骨

(H)′ 19.左脇1骨 (12)

シカ :20.角 座 (1)
イノシン :24.犬歯

ウシ :28左中手骨

イルカ類 :30椎骨

左第 3大臼歯 (9)

′25.右下顎片 (5)

′29.左距骨 (2)

′31.椎 骨片 (2)

′22.右艇骨 (15)′ 23.中手骨 (20)

,26.右 肩甲骨 (6)′ 27.右睡骨 (14)

′21



図版 18

i顧1鶴感

IIIII

七
II・ と'111「

11と
引
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二よ|

魚類 :32,ク ロダイ属 。左前上顎骨 (17)′ 33.同・右前上顎骨 (16)′ 34.同 。同 (15)′

35同・同 (25)′ 36.ク ロダイ属 。歯骨 (18)′ 37同 。同 (24)′ 38マ ダイ 。主上顎骨 (46)

39タ イ科・鰭棘骨 (31)′ 40同 。同 (51)′ 41.同・ 同 (27)′ 42同 。同 (47)′

43フ グ亜日・前上顎骨 (34)′ 44,同・同 (35)′ 45,同・同 (21)

貝類 :46.ハ マグリ (3)

鳥類 :47ガン・ カモ科 。右大腿骨 (19)′ 48.カ ラス ?・ 右大腿骨 (4)′
49ガ ン・ カモ科・右上腕骨 (14)′ 50同 。左中手骨 (5)′ 51同・左肩甲骨 (7)′
52同 。右肩甲骨 (3)

ネズ ミ :53.左下顎骨 (2)′ 54.大腿骨 (4)′ 55.尺 骨 (1)′ 56大腿骨 (3)′ 57左睡骨 (5)

|||||||   .     58  :|||

ヌマカメ科 :58背甲 (1) ′59腹甲 (1)



報 告 書 抄 録

ふ り が な あいちけんとうかいしかみはまだいせきはっくつちょうさほうこく

書 名 愛知県東海市上浜田遺跡発掘調査報告

一昌 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リーズ番号

編 著 者 名 立松 彰・永井伸明

編 集 機 関 愛知県東海市教育委員会

所  在  地 〒476-8601愛知県東海市中央町一丁目1番地 TEL052-603-2211

発 行 年 月 日 西暦 1999年 3月 23日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コ ー ド
耳ヒ 索革 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市 町村 遺跡番号

〕ヽみはまだ

上浜田 東海市

大田町

上浜田

23222 43135 35度

1分

17秒

136度

53テチ

49秒

980119

980331

1,000コド マンショ

ン建設

所収遺跡名 種  別 主 な 時代 主 な遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

上浜田 製塩跡 古墳～平安 煎蒸場

かまど
(縦穴住居跡 )

土 坑

製塩土器

須恵器

土師器

灰釉陶器



愛 知 県 東 海 市

上 浜 田遺 跡 発 掘 調 査 報 告

1999年 3月 23日

編集・発行 愛知県東海市教育委員会

印  刷 株式会社きようせし〕



一ヽ
一一
一一
一一
一一


